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表紙 ： 「節分の豆まき （ゆずの里保育園）」

The Public Relations Magazine

川のまるごと再生プロジェクト

第22回もろやまフォトグランプリ

第14回毛呂山町観光協会写真コンクール

わだいの特選（成人のつどいなど）
歴史散歩（現在に残る年中行事「繭

まゆだま

玉飾り」）
ぼくらのキャンパス（毛呂山小学校）
もろやま魅力彩発見（雪積もる紅梅）

越辺川が変わる…
川のまるごと再生プロジェクト  始動！動！



越
辺
川
の

ま
る
ご
と

再
生
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト

進
行
中
！

西戸親水公園

箕和田湖

西戸グラウンド

テニスコート下水道組合

大類グラウンド

堂山下遺跡

川角古墳群

鎌倉街道
歴史民俗資料館

明和の馬頭観音

越辺川のまるごと再生プロジェクト整備　　　計画図 （案）

越
辺
川
の
ま
る
ご
と
再
生
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
始
動

　

県
で
は
、
平
成
24
年
度
か
ら
、
市
町

村
の
ま
ち
づ
く
り
と
一
体
に
な
り
、
ひ

と
つ
の
川
を
上
流
か
ら
下
流
ま
で
ま
る

ご
と
再
生
す
る
「
川
の
ま
る
ご
と
再
生

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
進
め
て
い
ま
す
。

市
や
町
か
ら
応
募
の
あ
っ
た
事
業
提
案

の
な
か
か
ら
、
平
成
24
年
度
は
、
10
の

河
川
、
平
成
25
年
度
は
、
７
の
河
川
が

選
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
河
川
で
は
、
ま
ち
づ
く
り

と
一
体
的
か
つ
地
元
自
治
体
や
地
元
住

民
と
協
働
し
て
、「
川
の
国
埼
玉
」
の

実
現
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　

越
辺
川
は
、
毛
呂
山
町
が
「
川
と
古

道
の
歴
史
・
文
化
に
逢
え
る
場
所
」、

越
生
町
が
「
清
ら
か
な
水
が
流
れ
、人
々

が
憩
い
、
親
し
む
越
辺
川
」
を
提
案
し
、

両
町
と
も
平
成
25
年
度
に
選
定
さ
れ
ま

し
た
。
現
在
、
平
成
27
年
度
の
完
成
に

向
け
て
動
き
出
し
て
い
ま
す
。

毛
呂
山
町
で
の
取
組

　

事
業
の
推
進
に
あ
た
っ
て
は
、
河
川

沿
い
の
地
区
代
表
者
、
地
域
活
動
団
体
、

学
校
関
係
、
県
や
町
も
参
加
し
て
「
越

辺
川
ま
る
ご
と
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
毛

呂
山
町
部
会
」
を
設
立
し
、
計
画
段
階

か
ら
地
域
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

平
成
25
年
度
は
、
毛
呂
山
町
部
会
が

提
案
し
た
越
辺
川
整
備
計
画
（
案
）
に

基
づ
い
て
、
測
量
や
設
計
を
行
い
、
土

地
の
所
有
状
況
や
整
備
箇
所
の
地
形
、

施
設
構
造
な
ど
を
現
地
で
確
認
し
ま
し

た
。
そ
し
て
、
い
よ
い
よ
来
年
度
か
ら

宮
下
橋
周
辺
の
親
水
護
岸
広
場
工
事
に

着
手
す
る
予
定
で
す
。

　

な
お
、
現
在
予
定
し
て
い
る
整
備
内

容
は
、
下
流
か
ら
上
流
ま
で
遊
歩
道
の

設
置
、
※
河
原
の
再
生
、
松ま
つ
ぬ
き貫

橋
側
道

橋
設
置
、
桜
並
木
の
整
備
、
憩
い
の
広

場
整
備
、
護
岸
整
備
な
ど
で
す
。
整
備

後
は
、
川
沿
い
を
連
続
し
て
歩
け
る
よ

う
に
な
り
、
皆
が
集
い
、
楽
し
め
る
空

間
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

問　

役
場
ま
ち
づ
く
り
整
備
課
道
路
工

務
係
ｔ
内
線
１
５
４

「
川
の
国
埼
玉
」
を
め
ざ
し
て

　

埼
玉
県
は
、
県
土
の
３
・
９
パ
ー
セ
ン
ト
を
河
川
が
占
め
て
お
り
、
河
川
面
積
の
割
合
で
は
日
本
一
で
す
。
県

と
市
町
村
で
は
、
世
代
を
超
え
た
人
び
と
が
川
に
集
い
、
学
び
、
楽
し
む
「
川
の
ま
る
ご
と
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

を
進
め
て
い
ま
す
。
そ
し
て
毛
呂
山
町
で
も
越
辺
川
周
辺
の
伝
統
文
化
に
根
ざ
し
た
風
景
を
後
世
へ
と
伝
え
て

い
く
た
め
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
今
月
号
で
は
、
越
辺
川
が
こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
く
の
か
、
そ
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

凡　　例

：河原の再生

：親水広場などの整備

：遊歩道（既存道路利用）

：遊歩道（計画）

：鎌倉街道（歴史道）

※河原の再生…雑草・雑木が生茂った
河原を小石で形成された平らな河原
にすること
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西戸親水公園

箕和田湖

西戸グラウンド

テニスコート下水道組合

大類グラウンド

堂山下遺跡

川角古墳群

鎌倉街道
歴史民俗資料館

明和の馬頭観音

越辺川のまるごと再生プロジェクト整備　　　計画図 （案）

宮下橋周辺の整備イメージ

計画のコンセプト箕和田湖

鎌倉街道

　現在、越辺川沿川の各区長をはじめ関係する皆さん
と整備計画を検討しています。
　本図面は整備イメージを示したものです。
　詳細な調査、設計は今後のため、内容は変更となる
場合があります。

本図面は整備イメージを示したものです。
詳細な調査、設計は今後のため、内容は変更となる場合があります。

町内に新たな観光ルート
を検討しています。

川沿いを連続して歩ける
ように検討しています。

親水広場の整備を検討
しています。

埼玉県のマスコット　コバトン

毛呂山町マスコットキャラクター
もろ丸くん

みんなで越辺川沿いを楽しめる場所にしよう！

楽しみトン♪

みんなも
越辺川沿いを
歩いてみてね♪

越辺川を水と緑の軸として位置づけ、自然環境に配慮
したうるおいと安らぎの空間づくりをめざします。

○親水空間の創出（河原の再生、遊歩道・進入路整備）
○観光資源のネットワーク化（遊歩道・案内板整備など）

「毛呂山町都市計画マスタープランより」

現在の宮下橋周辺広場が
生まれます

水辺に近づける
ようになります カワセミに出会えるかも！

カワセミ

　現在、遊歩道の整備
も計画しています。早
朝には、カワセミの姿
を見ることもできる越
辺川の岸辺を歩いてみ
ませんか。
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フ
ォ
ト
グ
ラ
ン
プ
リ
入
賞
者

第
22
回
も
ろ
や
ま
フ
ォ
ト
グ
ラ
ン
プ
リ

　

毎
年
、
中
央
公
民
館
が
開
催
し
て
い
る
フ
ォ
ト
グ
ラ
ン
プ
リ
も
22
回

目
を
迎
え
、
今
年
も
町
内
外
か
ら
２
４
２
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

フ
ォ
ト
グ
ラ
ン
プ
リ
に
ふ
さ
わ
し
い
作
品
を
撮
ろ
う
と
、
多
く
の
人
が

毛
呂
山
町
を
訪
れ
、
美
し
い
風
景
、
人
び
と
の
笑
顔
な
ど
を
カ
メ
ラ
に

と
ら
え
、
力
の
こ
も
っ
た
作
品
が
揃そ
ろ

い
ま
し
た
。

　

多
く
の
応
募
作
品
の
な
か
か
ら
賞
を
獲
得
し
た
作
品
を
ご
紹
介
し
ま

す
。

グ
ラ
ン
プ
リ

　
　
　
　

渋
谷
由
美
子
（
岩
井
西
）

●
風
景
・
自
然
の
部

優
秀
賞　

清き
よ
の野　

香か
す
み澄
（
目
白
台
）

優
秀
賞　

大お
お
や
ぎ

谷
木
春
男
（
大
谷
木
）

優
秀
賞　

深
谷　

茂
雄
（
若
山
）

入　

選　

松
田　

太
郎
（
南
台
）

入　

選　

持も
ち
だ田　

敏
男
（
行
田
市
）

入　

選　

岡
野　

照て
る
ひ
こ彦

（
西
大
久
保
）

入　

選　

中な
か
に
わ庭　

妙た
え
こ子

（
坂
戸
市
）

佳　

作　

水み
ず
も
り守　

栄え

み美
（
長
瀬
）

佳　

作　

田
中　

志し
ん
じ次
（
平
山
）

佳　

作　

小
林
真ま

さ

お
佐
雄
（
坂
戸
市
）

佳　

作　

池
田　

義よ
し
か
ず和
（
南
台
）

●
ま
つ
り
・
イ
ベ
ン
ト
の
部

優
秀
賞　

糸
川　

之ゆ
き
こ子
（
前
久
保
南
）

優
秀
賞　

中
庭　

妙
子
（
坂
戸
市
）

入　

選　

浅
見　

良よ
し
お男

（
西
戸
）

入　

選　

武
藤　

房ふ
さ
こ子
（
若
山
）

佳　

作　

小
野
寺
秀
男
（
前
久
保
南
）

佳　

作　

小
山　
　

勇
（
岩
井
東
）

●
笑
顔
・
ふ
れ
あ
い
の
部

優
秀
賞　

大
谷
木
春
男
（
大
谷
木
）

入　

選　

中
庭　

妙
子
（
坂
戸
市
）

入　

選　

深
谷　

茂
雄
（
若
山
）

佳　

作　

新
田　

七し
ち
ろ
う郎

（
南
台
）

佳　

作　

大
谷
木
朋と

も
こ子

（
小
田
谷
）

●
流
鏑
馬
の
部

優
秀
賞　

佐
野　

秀
夫
（
越
生
町
）

入　

選　

島
田　

隆
男
（
飯
能
市
）

入　

選　

浅あ
さ
か香　

雄
次
（
中
央
）

佳　

作　

根
本　

幸
作
（
南
台
）

佳　

作　

田
中　

志
次
（
平
山
）

敬
称
略　

22TH PHOTO GRAND PRIX

グランプリ　　「祭り」　渋谷由美子さん（岩井西）グランプリ　　「祭り」　渋谷由美子さん（岩井西）
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第２２回フォトグランプリ

笑顔・ふれあいの部

まつり・イベントの部

流鏑馬の部

「サボテンの花が咲いた日」
大谷木春男さん（大谷木）

「人馬一体」
佐野秀夫さん（越生町）

「舞姫」糸川之子さん（前久保南） 「一俵に挑戦」中庭妙子さん（坂戸市）
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22TH PHOTO GRAND PRIX

風景・自然の部

「コスモス咲くころ」大谷木春男さん（大谷木）

「清流（セイリュウ　獅子ヶ滝）」清
きよの

野香
かすみ

澄さん（目白台）

「コスモス咲くころ」大谷木春男さん（大谷木）「コスモス咲くころ」大谷木春男さん（大谷木）「コスモス咲くころ」大谷木春男さん（大谷木）「コスモス咲くころ」大谷木春男さん（大谷木）

「静寂の中に光差す」深谷茂雄さん（若山）

総
評
お
よ
び
選
評

　

こ
の
「
も
ろ
や
ま
フ
ォ
ト
グ
ラ
ン
プ
リ
」
は
、
年
々

出
品
さ
れ
る
作
品
が
良
く
な
っ
て
お
り
、
審
査
員
と
し

て
作
品
を
見
せ
て
も
ら
う
の
を
心
待
ち
に
し
て
い
る
コ

ン
テ
ス
ト
の
ひ
と
つ
で
す
。

　

今
年
の
グ
ラ
ン
プ
リ
は
、
第
一
印
象
で
目
に
留
ま
っ

た
作
品
で
し
た
。
町
の
伝
統
的
な
祭
り
を
題
材
に
し
、

そ
の
伝
統
を
引
き
継
ぐ
子
ど
も
の
姿
を
生
き
生
き
と
と

ら
え
た
作
品
で
す
。
特
に
全
体
の
フ
レ
ー
ミ
ン
グ
が
よ

く
仕
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

写
真
は
、同
じ
場
所
で
も
季
節
や
時
間
を
変
え
れ
ば
、

全
く
違
っ
た
写
真
が
撮
れ
ま
す
。
今
後
応
募
す
る
人
に

は
、
他
人
の
写
真
な
ど
を
意
識
し
す
ぎ
ず
、
自
分
自
身

で
被
写
体
を
探
し
、
自
分
の
目
で
見
て
感
じ
た
瞬
間
を

切
り
取
る
よ
う
に
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
審
査
委
員
長
／
全
日
本
写
真
連
盟
埼
玉
県
本
部
顧
問　

松
本
正
）

フォトグランプリ展示会
展示場所および展示期間
　中央公民館 日程終了
　役場ロビー ２月 28 日金～３月 19日水
　東公民館 ３月 21日金～４月 16日水
　歴史民俗資料館 ６月 ６ 日金～７月 ２ 日水
※東公民館での展示は、観光協会写真展示と
合同です。

問合せ　中央公民館　ｔ（294）1250

観光協会写真コンクール入賞作品展示会
展示場所および展示期間
　中央公民館 ３月 ７ 日金～３月 19日水
　役場ロビー 日程終了
　東公民館 ３月 21 日金～４月 16日水
問合せ　役場産業振興課商工観光係
　　　　ｔ（295）2112 内線 175
【共通事項】
展示時間
　役場 午前８時 30 分～午後５時 15 分
　両公民館 午前９時～午後８時 30 分
　歴史民俗資料館 午前９時～午後５時

フォトグランプリ＆観光協会
写真コンクール作品展示会
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第 14 回毛呂山町観光協会写真コンクール

「彩りの中で」清
きよむら

村一
かずゆき

之さん（坂戸市）

ゆず娘（紅葉）写真の部

「春のひととき」前
まえかわ

川菊
きく お

男さん（南台）

ゆず娘（桜）写真の部

「幽山遊人」光
みつい

井貞
てい じ

二さん（川越市）

風景写真の部

「祭りを彩る」加
かのう

納澄
すみ こ

子さん（滝ノ入）

観光写真の部 　毛呂山町観光協会主催の写真コンクールが行われ、町の
観光地や四季を題材とした写真など 344 点の応募があり
ました。そのなかから賞を獲得した作品を紹介します。

観光協会写真コンクール入賞者 敬称略　

●観光写真の部
毛呂山町観光協会長賞
　　　　加納　澄子（滝ノ入）
優秀賞　安川　　孝（上尾市）
優秀賞　大木　晴雄（東松山市）
優秀賞　高杉　勝夫（所沢市）
優秀賞　大

おお や ぎ

谷木春男（大谷木）
優秀賞　大

おおや

谷　正雄（行田市）
特　選　岡野　照

てるひこ

彦（西大久保）
特　選　須

すなが

長甲
か し お

子男（鶴ヶ島市）
特　選　谷

たにやま

山まりあ（所沢市）
特　選　糸川　之

ゆきこ

子（前久保南）
特　選　久保田一

かずみ

巳（群馬県）

●ゆず娘（紅葉）写真の部
毛呂山町観光協会長賞
　　　　清村　一之（坂戸市）
優秀賞　秋山　　守（小川町）
優秀賞　光井　貞二（川越市）
優秀賞　中

なかにわ

庭　妙子（坂戸市）
優秀賞　小澤　武

たけし

志（小川町）
優秀賞　轟

とどろき

　　堅
けんじ

司（深谷市）
特　選　小

こあぜ

畦　畦
あぜくさ

草（鶴ヶ島市）
特　選　田中　志

しんじ

次（平山）
特　選　糸川　之子（前久保南）
特　選　小林　雄三（東秩父村）
特　選　根本　幸作（南台）

●ゆず娘（桜）写真の部
毛呂山町観光協会長賞
　　　　前川　菊男（南台）
優秀賞　糸川　之子（前久保南）
優秀賞　対

つい ひ じ

比地連
れんきち

吉（群馬県）
優秀賞　安川　　孝（上尾市）
優秀賞　落合　　清（小川町）
優秀賞　大谷　正雄（行田市）
特　選　小林真

ま さ お

佐雄（坂戸市）
特　選　守

もりや

屋　康
やすひろ

弘（東京都）
特　選　金井　英夫（深谷市）
特　選　田中　三郎（小川町）
特　選　持

もちだ

田　敏男（行田市）

●風景写真の部
毛呂山町観光協会長賞
　　　　光井　貞二（川越市）
優秀賞　大木　晴雄（東松山市）
優秀賞　清村　一之（坂戸市）
優秀賞　小林真佐雄（坂戸市）
優秀賞　谷山　ゆみ（所沢市）
優秀賞　岡野　照彦（西大久保）
特　選　池田　義

よしかず

和（南台）
特　選　持田　敏男（行田市）
特　選　深谷　茂雄（若山）
特　選　谷

たにもと

本　修一（川口市）
特　選　大谷木春男（大谷木）
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わだいの　　　選特
～カメラルポ～

を合わせて、栄光を掴
つか

む！ 事は家族揃って食べましょう

六地区親善選抜少年野球大会 子育て講演会

　１月 25 日、近隣市町の選抜チームで競われた『六
地区親善選抜少年野球大会』がふじみ野市で行われ、
毛呂山町の選抜チームが見事優勝しました。

　１月 18 日、東公民館で『子育て講演会』が開催
され、築

つ い じ

地弥生さんを講師に迎え、「食べることは
生きること」と題し、貴重なお話をうかがいました。

力 食

域を守る消防力を披露！ 害に日ごろからの備えを

消防団出初式 防災フェア

　１月 12 日、鳩山町中央公民館を会場に『消防団
出初式』が行われ、毛呂山・鳩山・越生の各消防団
が日ごろの訓練の成果を披露しました。

　１月 19 日、中央公民館で『防災フェア』が開催
されました。当日は、山村武彦さんを講師に迎えて
の防災講演会などが行われました。

地 災

歳の門出！　大人への一歩を踏み出す

成人のつどい

　１月 12 日、『成人のつどい』が行われました。今年は、中央公民館と東公民館の２会場で行われ、両会場合わ
せて 266 人の新成人が参加しました。今年も新成人の企画運営委員が工夫を凝らした演出を行い、両会場ともに
和やかな雰囲気のなか式典が終了しました。

20

中央公民館 東公民館
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介護保険 高齢者の暮らしを社会
みんなで支える仕組み

利用できるサービス　

私
た
ち
の
暮
ら
し
の
な
か
に
は
、
様
ざ
ま

な
季
節
の
節
目
が
あ
り
ま
す
。
２
月
の
節
分

や
３
月
の
桃
の
節
句
な
ど
は
、
豆
ま
き
や
ひ

な
ま
つ
り
な
ど
の
行
事
（
年
中
行
事
）
と
し

て
私
た
ち
に
も
馴な

じ染
み
深
い
も
の
で
す
。
し

か
し
、
現
在
の
生
活
で
は
あ
ま
り
用
い
ら
れ

な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
節
目
も
数
多
く
あ
り

ま
す
。
そ
の
な
か
の
一
つ
が「
小こ
し
ょ
う
が
つ

正
月
」で
す
。

　

小
正
月
は
、
１
月
15
日
ま
た
は
、
14
日
か

ら
16
日
の
間
を
指
し
、
か
つ
て
は
男
子
が
成

人
と
な
る
元げ
ん
ぷ
く服

の
儀ぎ

が
行
わ
れ
た
日
で
し
た
。

ま
た
、
女
正
月
と
い
う
女
性
た
ち
の
家
事
の

労
を
ね
ぎ
ら
う
日
で
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ

と
と
も
に
、
小
正
月
は
、
自
然
に
携た
ず
さ
わ
る
仕

事
に
お
い
て
新
し
い
年
の
豊
ほ
う
じ
ょ
う

穣
を
願
う
行
事

が
執と

り
行
わ
れ
る
大
事
な
日
で
し
た
。
そ
の

た
め
、
各
地
に
は
農
耕
に
ま
つ
わ
る
様
ざ
ま

な
年
中
行
事
が
残
っ
て
い
ま
す
。
な
か
で
も
、

毛
呂
山
町
な
ど
養
よ
う
さ
ん
ぎ
ょ
う

蚕
業
が
盛
ん
な
地
域
で
は

「
繭ま
ゆ
だ
ま玉
飾
り
」
が
広
く
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

繭
玉
飾
り
と
は
、
ナ
ラ
や
ケ
ヤ
キ
、
ミ
ズ

キ
な
ど
の
木
の
枝
に
、
繭
に
見
立
て
た
米
粉

の
団
子
を
た
く
さ
ん
飾
り
つ
け
る
こ
と
で
、

そ
の
年
の
蚕か
い
こ

の
豊
作
を
願
う
も
の
で
す
。
そ

し
て
、
飾
ら
れ
た
繭
玉
は
縁え
ん
ぎ
も
の

起
物
と
し
て
、

集
ま
っ
た
人
た
ち
に
配
ら
れ
、
火
で
炙あ
ぶ

っ
た

り
、
汁
物
に
入
れ
て
食
べ
た
り
し
ま
し
た
。

　

毛
呂
山
町
で
は
昭
和
50
年
代
ま
で
、
１
月

14
日
に
家
の
座ざ
し
き敷
に
挽ひ

き
臼う

す
を
台
に
し
た
繭

玉
飾
り
を
飾
る
家
が
い
た
る
と
こ
ろ
に
あ
り
、

「
オ
シ
ラ
様
」
や
「
繭
玉
祭
り
」
と
呼
ば
れ

て
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
養

蚕
業
が
衰
退
し
た
今
日
で
は
、
繭
玉
飾
り
を

目
に
す
る
機
会
は
少
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
長
瀬
地
区
の
福ふ
く
し
ょ
う
じ

正
寺
で
は
、

１
月
15
日
の
お
燈と
う
み
ょ
う明
の
日
に
檀だ

ん
か家
の
皆
さ
ん

に
よ
っ
て
、
今
も
毘び
し
ゃ
も
ん
ど
う

沙
門
堂
の
前
に
繭
玉
飾

り
を
飾
り
つ
け
、
地
域
の
風
習
を
次
の
世
代

に
伝
え
て
い
ま
す
。
か
つ
て
の
毛
呂
山
町
の

風
景
を
現
在
に
留と
ど
め
る
こ
の
よ
う
な
年
中
行

事
を
探
す
こ
と
は
、
私
た
ち
の
町
を
知
る
よ

い
機
会
に
な
る
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

文化財シリーズ 239

現在に残る年中行事
「繭

まゆだま

玉飾り」

毘沙門堂の前に飾られた繭玉飾り
（長瀬 福正寺 毘沙門堂前にて）

問
合
せ

介
護
保
険
制
度
に
関
す
る
窓
口

　

役
場
高
齢
者
支
援
課
介
護
保
険
係

　

ｔ
２
９
５
―
２
１
１
２

　
　

内
線
１
２
２

高
齢
者
の
総
合
相
談
窓
口

　

毛
呂
山
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

ｔ
２
９
５
―
２
１
１
２

　
　

内
線
１
５
６
・
１
５
７

介
護
保
険
シ
リ
ー
ズ
⑦

　

介
護
保
険
シ
リ
ー
ズ
も
今
回
が
最
終
回
で
す
。

今
回
は
、
運
動
器
の
機
能
向
上
な
ど
を
行
う
地
域

支
援
事
業
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
地
域
支

援
事
業
は
、
要
介
護
認
定
で
「
非
該
当
（
自
立
）」

と
判
定
さ
れ
た
人
や
、
地
域
の
す
べ
て
の
高
齢
者

を
対
象
に
、
こ
れ
か
ら
も
元
気
で
い
る
た
め
の
様

ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
事
業
で
す
。

地
域
支
援
事
業

基本チェックリスト
による調査

要介護認定されていな
い 65歳以上の人を対
象に、日常生活に必要
な機能が低下していな
いかの調査を行いま
す。

基本チェックリストの例
■バスや電車で１人で
外出していますか？

■転倒に対する不安は
大きいですか？

今後、介護や支援が
必要となる可能性が
高い高齢者向けの運
動などの教室に参加
できます。

二次予防事業

元気な高齢者向けの
介護予防教室などに
参加できます。

一次予防事業

基本チェックリスト
の結果や、そのほか
の情報をもとに、今
後、介護や支援が必
要となる可能性の高
い人を選定します。

地域包括支援センターに
よる高齢者の状態把握

元気な高齢者向けの
介護予防教室などの
募集を行います。

一般高齢者は
広報紙などで募集

介護予防サービス（要支援１・２）

介護サービス（要介護１～５）

全国一律の基準が適用されます。

地域支援事業（自立）
介護・予防サービスと同様に介護保険
制度のなかにある制度ですが、市町村
の創意工夫が可能です。

介護保険制度二次予防事業

運動器の機能向上
筋力トレーニングやバランストレーニングなど

口腔機能の向上

義歯の手入れや咀
そ

しゃく飲み込みの訓練法などの指導

栄養改善
栄養改善のための、食材選びや調理方法などの指導

閉じこもり、うつ、認知症の予防
運動などの各種教室への参加呼びかけやうつ、
認知症に関する相談など
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休日納税相談窓口　３月30日（日）
　　　　　　　　　午前９時～午後３時
場・問　税務課納税係ｔ内線193・194

毎月末の日曜日は納税相談・
納入窓口を開設しています

休日納入窓口　　　３月30日（日）
　　　　　　　　　午前９時～午後３時
内容　保険料の納入、口座振替の申込み
（通帳と銀行届出印が必要）、納入相談
場・問　高齢者支援課保険料係
　　　　ｔ内線158・159

税金

・後期高齢者医療保険料
介護保険料

電子申請用ＱＲコード

毛呂山町役場
　ｔ（２９５）２１１２
　ｆ（２９５）０７７１

　

平
成
26
年
４
月
分
か
ら
平
成
27

年
３
月
分
ま
で
の
国
民
年
金
保
険

料
は
月
額
１
万
５
２
５
０
円
で
す
。

　

保
険
料
は
、
日
本
年
金
機
構
か

ら
送
ら
れ
る
納
付
書
に
よ
り
、
金

融
機
関
・
郵
便
局
・
コ
ン
ビ
ニ
で

納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

保
険
料
を
ま
と
め
て
納
め
る
と

割
引
に
な
る
前
納
制
度
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
口
座
振
替
な
ら
毎
月

の
納
付
で
も
割
引
に
な
り
ま
す
。

　

所
得
が
少
な
い
な
ど
の
理
由
で

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な

場
合
に
は
、
保
険
料
の
納
付
が
免

除
・
猶
予
さ
れ
る
制
度
や
学
生
納

付
特
例
制
度
も
あ
り
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問　

川
越
年
金
事
務
所
ｔ
２
４
２

―
２
６
５
７

　

医
療
機
関
な
ど
に
か
か
る
と
き
、

70
歳
に
な
っ
た
誕
生
月
の
翌
月
か

ら
（
誕
生
日
が
１
日
生
ま
れ
の
人

は
誕
生
月
か
ら
）
保
険
証
と
あ
わ

せ
て
「
高
齢
受
給
者
証
」
を
窓
口

に
提
示
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

現
在
、
現
役
並
所
得
者
（
３
割

負
担
）以
外
の
人
の
窓
口
負
担
は
、

１
割
で
す
が
、
平
成
26
年
４
月
２

日
以
降
に
70
歳
に
な
る
人
は
、
２

割
に
変
わ
り
ま
す
。

　

高
齢
受
給
者
証
は
、
誕
生
月
の

月
末
（
誕
生
日
が
１
日
生
ま
れ
の

人
は
誕
生
月
の
前
月
末
）
ま
で
に

役
場
住
民
課
よ
り
郵
送
い
た
し
ま

す
。

※
１　

同
一
世
帯
内
の
70
歳
か
ら

74
歳
ま
で
の
国
保
加
入
者
が
次
の

条
件
に
全
て
あ
て
は
ま
る
人
は
、

３
割
負
担
と
な
り
ま
す
。

ア
、
住
民
税
課
税
所
得
が
１
４
５

万
円
以
上

イ
、
収
入
の
合
計
が
１
人
の
場
合

３
８
３
万
円
以
上
、
２
人
以
上

の
場
合
５
２
０
万
円
以
上

※
２　

本
来
、２
割
負
担
で
す
が
、

軽
減
特
例
措
置
に
よ
り
１
割
負
担

と
な
っ
て
い
ま
す
。

問　

役
場
住
民
課
国
保
年
金
係
ｔ

内
線
１
２
７
・
１
２
８

日　

３
月
15
日
土
〜
４
月
20
日
日

内
容　

イ
ノ
シ
シ
、ア
ラ
イ
グ
マ
、

カ
ラ
ス
な
ど
の
捕
獲

区
域　

滝
ノ
入
、
阿
諏
訪
、
大
谷

木
、
宿
谷
、
権
現
堂
、
葛
貫
、

小
田
谷
、
毛
呂
本
郷
、
長
瀬
の

一
部
地
内
（
調
整
区
域
）

※
捕
獲
に
つ
い
て
は
、お
も
に
土
・

日
曜
日
に
実
施
し
ま
す
。
銃
・
箱

わ
な
を
使
用
し
ま
す
の
で
、
く
れ

ぐ
れ
も
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問　

役
場
産
業
振
興
課
農
林
係
ｔ   

知
ら

お

せ

４
月
か
ら
国
民
年
金
保
険

料
額
が
変
わ
り
ま
す

■図書館 ｔ (295)1015
■中央公民館 ｔ (294)1250
■東公民館 ｔ (295)2277
■歴史民俗資料館 ｔ (295)8282
 ｆ (295)8297
■総合公園体育館 ｔ (294)7179
■ウィズもろやま、社会福祉協議会
 ｔ (295)3111
 ｆ (295)7258
■保健センター ｔ (294)5511

日 ･････ 日　時　　　場 ･････ 場　所
定 ･････ 定　員　　　対 ･････ 対象者
料 ･････ 料金・費用
申 ･････ 申込み　　　問 ･････ 問い合わせ先
ｔ ･････ 電話番号　　ｆ ･････ ファクス番号
ｅ ･････ 電子メールアドレス
ｈ ･････ ホームページアドレス

公共施設電話案内

INFORMATION

インフォメーション

有
害
鳥
獣
の
捕
獲
を
行
い
ま
す

国
民
健
康
保
険
の
医
療
費
の

窓
口
負
担
割
合
が
変
わ
り
ま
す

誕生日 窓口負担割合

昭和19 年４月1 日
生まれ以前の人

３割（現役並所得者）
※ 1

１割　※２

昭和 19 年４月２日
生まれ以降の人

３割（現役並所得者）
※ 1

２割
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納税推進コールセンターの開設について
　町では、２月から町県民税、固定資産税、軽自動
車税、国民健康保険税が未納の人に対し委託民間業
者から電話で未納のお知らせを行い、早期の納付を
呼びかけています。コールセンターでは、必ず「毛
呂山町納税推進コールセンターの○○です」と名乗
り、納め忘れの税目、期別、税額などを確認します。

　納付のご相談や納付書の再発行などは、役場税務
課納税係で対応します。不明な点がありましたら、
下記にお問い合わせください。
問　役場税務課納税係
　　ｔ（295）2112 内線 193・194

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
第
６
集
会

室
、
②
丸
広
百
貨
店
川
越
店
８

階
バ
ン
ケ
ッ
ト
ル
ー
ム

問　

㈳
埼
玉
県
不
動
産
鑑
定
士
協

会
ｔ
０
４
８
―
８
３
８
―
０
４

８
３

　

お
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
お
電
話
く

だ
さ
い
。
個
人
の
秘
密
は
堅
く
守

り
ま
す
。

日　

平
日
午
前
９
時
〜
正
午
、
午

後
１
時
〜
５
時

相
談
・
問　

財
務
省
関
東
財
務
局

多
重
債
務
相
談
窓
口
ｔ
０
４
８

―
６
０
０
―
１
１
１
３（
直
通
）

日　

３
月
15
日
土
午
後
１
時
〜
４
時

場　

川
越
市
生
活
情
報
セ
ン
タ
ー

（
ア
ト
レ
６
階
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ

　

ィ
ル
ー
ム
Ａ
）

相
談
内
容　

相
続
、
遺
言
、
登
記
、

債
務
整
理
、
成
年
後
見
な
ど

相
談
方
法　

面
談
相
談
（
１
組
１

時
間
・
要
予
約
）

申　

総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
ｔ
０
４

８
―
８
４
８
―
７
４
７
２
へ
電

話
に
て
申
込
み

問　

埼
玉
司
法
書
士
会
事
務
局
ｔ

０
４
８
―
８
６
３
―
７
８
６
１

日　

４
月
５
日
土
午
前
10
時
〜
午

後
４
時

場　

①
さ
い
た
ま
市
浦
和
コ
ミ
ュ

　

内
線
１
７
１
・
１
７
２

　

役
場
税
務
課
で
は
、
平
成
26
年

度
の
固
定
資
産
税
評
価
台
帳
の
縦

覧
お
よ
び
自
己
所
有
の
課
税
台
帳

の
閲
覧
を
行
い
ま
す
。

期
間　

４
月
１
日
火
〜
６
月
２
日

月
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

15
分
（
土
日
、
祝
日
を
除
き
ま

す
。
ま
た
、
水
曜
日
は
午
後
７

時
ま
で
実
施
し
ま
す
）

※
な
お
、
閲
覧
は
平
成
27
年
３
月

31
日
火
ま
で
実
施
し
ま
す
。

場　

役
場
税
務
課
資
産
税
課
税
係

持
ち
物　

身
分
証
明
書
、
第
三
者

の
場
合
は
委
任
状

問　

役
場
税
務
課
資
産
税
課
税
係

ｔ
内
線
１
９
１
・
１
９
２

　

坂
戸
都
市
計
画
事
業
（
仮
称
）
入

西
東
部
土
地
区
画
整
理
事
業
環
境

影
響
評
価
書
の
縦
覧
を
行
い
ま
す
。

期
間　

坂
戸
都
市
計
画
決
定
告
示

日
か
ら
２
週
間
（
土
・
日
曜
日

を
除
く
）

場　

埼
玉
県
環
境
政
策
課
、
東
松

山
環
境
管
理
事
務
所
、
東
松
山

市
・
鶴
ヶ
島
市
・
毛
呂
山
町
・
鳩

　

山
町
生
活
環
境
課
、
坂
戸
市
都

市
計
画
課
、
埼
玉
県
ホ
ー
ム
ペ

　

ー
ジ
（
ｈ http

://w
w
w
.p
re
f.

sa
ita
m
a
.lg
.jp
/

）

※
縦
覧
開
始
日
な
ど
の
詳
細
は
左

記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　

埼
玉
県
環
境
政
策
課
ｔ
０
４

８
―
８
３
０
―
３
０
４
１

　

ウ
ィ
ズ
も
ろ
や
ま
で
は
、
現
在

耐
震
補
強
工
事
の
た
め
ホ
ー
ル
の

利
用
を
中
止
し
て
い
ま
す
。
皆
さ

ん
に
は
た
い
へ
ん
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
て
い
ま
す
が
、
今
年
の
秋
に

は
工
事
が
完
了
す
る
見
込
み
と
な

り
ま
し
た
。
つ
き
ま
し
て
は
、
次

の
と
お
り
利
用
許
可
申
請
の
受
付

を
開
始
し
ま
す
。

利
用
開
始
日　

10
月
１
日
水

受
付
開
始
日
時　

４
月
１
日
火
午

前
９
時

場　

ウ
ィ
ズ
も
ろ
や
ま
受
付
窓
口

問　

ウ
ィ
ズ
も
ろ
や
ま
ｔ
２
９
５

―
３
１
１
１

　

こ
ど
も
医
療
費
受
給
資
格
は
、

15
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
３
月
31

日
ま
で
（
中
学
校
修
了
前
）
で
す
。

そ
れ
以
降
は
、
こ
ど
も
医
療
費
の

受
給
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。
な
お
、
転
出
な
ど
に

伴
う
資
格
喪
失
に
つ
い
て
も
同
じ

扱
い
と
な
り
ま
す
。

※
資
格
喪
失
後
に
こ
ど
も
医
療
費

受
給
資
格
証
を
利
用
し
て
医
療
機

関
に
か
か
っ
た
場
合
は
、
医
療
費

を
返
還
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問　

役
場
子
ど
も
課
児
童
係
ｔ
内

線
１
１
３
・
１
１
４

毛呂山町役場　ｔ（295）2112・ｆ（295）0771

不
動
産
鑑
定
士
に
よ
る
無
料
相
談

借
金
の
返
済
で
お
悩
み
の
人
へ

こ
ど
も
医
療
費
受
給
資
証

の
取
扱
い
に
つ
い
て

ウ
ィ
ズ
も
ろ
や
ま
ホ
ー
ル

利
用
の
再
開
に
つ
い
て

埼
玉
司
法
書
士
会
総
合
相
談

セ
ン
タ
ー
出
張
無
料
相
談
会

環
境
影
響
評
価
書
縦
覧
の

お
知
ら
せ

平
成
26
年
度
固
定
資
産
税
の

縦
覧
・
閲
覧
の
お
知
ら
せ

相
談

ご

を

　コールセンターでは
　次のようなことは決して行いません

①直接現金を取りに伺う
②金融機関や口座を指定し、振込みを依頼する
③ＡＴＭによる振込み操作を指示する
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履
歴
書
（
写
真
貼
付
）
を
役
場

総
務
課
自
治
振
興
係
へ
提
出

問　

役
場
総
務
課
自
治
振
興
係
ｔ

内
線
３
１
２

　

町
で
は
農
業
の
担
い
手
を
育
成

す
る
た
め
、
農
業
塾
生
を
募
集
し

ま
す
。

料　

３
０
０
０
円

期
間　

１
年
間

申
・
問　

３
月
12
日
水
ま
で
に
役

場
産
業
振
興
課
農
林
係
ｔ
内
線

１
７
２
に
申
込
み

　

高
齢
者
総
合
計
画
の
見
直
し
に

あ
た
り
、
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

内
容　

年
５
回
開
催
（
予
定
）
す

る
高
齢
者
総
合
計
画
推
進
会
議

で
、
高
齢
者
施
設
に
関
す
る
意

見
を
述
べ
て
も
ら
い
ま
す
。

募
集
人
員　

若
干
名
（
書
類
選
考

な
ど
に
よ
り
決
定
）

応
募
資
格　

平
成
26
年
１
月
１
日

現
在
で
40
歳
以
上
の
町
内
在
住

の
人
（
町
議
会
議
員
、
町
行
政

委
員
会
委
員
、町
職
員
を
除
く
）

任
期　

平
成
26
年
６
月
か
ら
平
成

27
年
３
月
ま
で
（
予
定
）

応
募
方
法　

３
月
７
日
金
か
ら
17

日
月
（
必
着
）
ま
で
に
、
応
募

INFORMATION

ム
ペ
ー
ジ
（
ｈ http

://w
w
w
.

　

m
o
d
.g
o
.jp
/p
co
/sa
ita
m
a
/

　

iru
m
a
/

）
ま
た
は
左
記
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　

自
衛
隊
埼
玉
地
方
協
力
本
部

入
間
地
域
事
務
所
ｔ
０
４
―
２

９
２
３
ー
４
６
９
１

受
験
資
格　

①
昭
和
59
年
４
月
２

日
〜
平
成
５
年
４
月
１
日
生
ま

れ
の
人
、
②
平
成
５
年
４
月
２

日
以
降
生
ま
れ
で
次
に
掲
げ
る

人
⑴
大
学
を
卒
業
し
た
人
お
よ

び
平
成
27
年
３
月
ま
で
に
大
学

を
卒
業
す
る
見
込
み
の
人
⑵
人

事
院
が
⑴
に
掲
げ
る
人
と
同
等

の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
人

試
験
の
程
度　

大
学
卒
業
程
度

申
込
方
法　

原
則
と
し
て
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
申
込
み
（
ｈ 

h
ttp
://w

w
w
.jin
ji-sh

ike
n
.

g
o
.jp
/ju
ke
n
.h
tm
l

）

受
付
期
間　

４
月
１
日
火
午
前
９

時
〜
14
日
月
（
受
信
有
効
）

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
み
が
で

き
な
い
場
合
は
郵
送
ま
た
は
持
参

で
申
込
み
で
き
ま
す
。
詳
細
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

試
験
日　

第
１
次
試
験
日
▽
６
月

８
日
日
、
第
２
次
試
験
日
▽
７

月
15
日
火
〜
23
日
水
の
い
ず
れ

職
務
内
容　

配
送
助
手
兼
調
理
員

募
集
人
数　

若
干
名

応
募
資
格　

健
康
な
人

勤
務
日
時　

月
〜
金
曜
日
（
午
前

８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
）

た
だ
し
１
週
間
に
つ
き
38
時
間

45
分
以
内
と
す
る
。

勤
務
場
所　

毛
呂
山
町
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー（
目
白
台
４
―
３
―
４
）

賃
金　

時
給
８
５
０
円

採
用
期
間　

４
月
〜
９
月

応
募
方
法　

３
月
14
日
金
午
後
３

時
ま
で
に
履
歴
書（
写
真
貼
付
）

を
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
へ
提
出

問　

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
ｔ
２
９

４
―
２
２
４
２

職
務
内
容　

電
話
交
換
手

募
集
人
数　

１
人

応
募
資
格　

特
に
な
し

勤
務
日
時　

週
２
〜
３
日
（
午
前

８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
）

勤
務
場
所　

毛
呂
山
町
役
場

賃
金　

時
給
８
１
０
円

採
用
予
定
日　

４
月
１
日
火

応
募
方
法　

３
月
17
日
月
ま
で
に

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
『
臨

時
職
員
』
募
集

『
毛
呂
山
町
高
齢
者
総
合
計

画
推
進
会
議
委
員
』
募
集

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
左
記
へ
郵
送
ま
た
は
持
参

（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

※
応
募
申
込
書
は
役
場
高
齢
者
支

援
課
ま
た
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
ｈ h

ttp
://w

w
w
.to
w
n
. m
o

ro
ya
m
a
.sa
ita
m
a
.jp

）を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

申
・
問　

役
場
高
齢
者
支
援
課
高

齢
者
福
祉
係
（
〒
３
５
０
―
０

４
９
３
毛
呂
山
町
中
央
２
―

１
）
ｔ
内
線
１
１
８

【
予
備
自
衛
官
補
】

応
募
資
格　

①
一
般
／
18
歳
以
上

34
歳
未
満
、
②
技
能
／
18
歳
以

上
で
国
家
資
格
を
有
す
る
人

試
験
期
日　

４
月
11
日
金
〜
15
日

火
（
い
ず
れ
か
１
日
）

締
切
り　

４
月
２
日
水
（
必
着
）

【
幹
部
候
補
生
】

応
募
資
格　

①
一
般
／
20
歳
以
上

26
歳
未
満
、
22
歳
未
満
は
大
卒

（
見
込
み
含
む
）、
修
士
課
程
修

了
者
は
28
歳
未
満
、
②
歯
科
・

薬
剤
科
／
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

試
験
期
日　

５
月
10
日
土
、
11
日

日
※
11
日
は
飛
行
要
員
希
望
者
の
み

締
切
り　

４
月
25
日
金
（
必
着
）

申
込
方
法　

資
料
請
求
は
、
ホ
ー

『
平
成
26
年
度
国
税
専
門
官

採
用
試
験
』

『
自
衛
官
採
用
試
験
』

『
農
業
塾
生
』
を
募
集
し
ま
す

『
電
話
交
換
手
』
募
集

募
集
し
ま
す
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g
o
.jp

、
ｈ http://w

w
w
.jica.

go
.jp
/vo
lun
te
e
r/

　

大
久
保
耕
地
対
策
会
で
は
、
遊

休
農
地
解
消
対
策
と
し
て
の
ら
ぼ

う
菜
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ

摘
み
取
り
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日　

４
月
５
日
土
午
前
９
時
〜
午

後
３
時
（
雨
天
の
場
合
は
６
日

日
）

※
の
ら
ぼ
う
菜
が
な
く
な
り
し
だ

い
終
了
と
な
り
ま
す
。

場　

西
大
久
保
地
内
耕
地

料　

の
ら
ぼ
う
菜
１
袋
（
受
付
で

お
渡
し
す
る
袋
に
詰
放
題
）
で

１
０
０
円

持
ち
物　

摘
み
取
り
に
適
し
た
服
装

申　

直
接
会
場
で
受
付

問　

役
場
産
業
振
興
課
農
林
係
ｔ

内
線
１
７
１
・
１
７
２

本
所
蔵
し
て
い
ま
す
。
今
回
は

平
成
24
年
度
に
収
録
し
た
内
の

５
タ
イ
ト
ル
を
上
映
し
ま
す
。

戦
後
70
年
近
く
が
経
過
し
、
戦

争
の
記
憶
が
薄
れ
ゆ
く
現
在
、

全
て
貴
重
な
体
験
談
で
す
。

場　

埼
玉
ピ
ー
ス
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

（
埼
玉
県
平
和
資
料
館
）
講
堂

料　

無
料
（
入
館
料
も
無
料
）

問　

埼
玉
ピ
ー
ス
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

埼
玉
県
平
和
資
料
館
ｔ
０
４
９

３
―
３
５
―
４
１
１
１

　

青
年
海
外
協
力
隊
・
シ
ニ
ア
海

外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
制
度
や
内
容

に
つ
い
て
、説
明
会
を
行
い
ま
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
は
技
術
、
医

療
、
教
育
、
農
業
、
ス
ポ
ー
ツ
な

ど
様
ざ
ま
な
職
種
が
あ
り
ま
す
。

皆
さ
ん
も
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日　

４
月
９
日
水
午
後
７
時
〜
９

時
、
26
日
土
午
後
２
時
〜
４
時

場　

大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ホ
ー

ル
４
階
国
際
会
議
室

料　

無
料
（
入
退
場
自
由
）

申　

申
込
み
不
要
。
直
接
会
場
へ

お
越
し
く
だ
さ
い
。

問　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
青
年
海
外
協
力
隊

事
務
局
募
集
課
ｔ
０
３
―
５
２

２
６
―
９
８
１
３
、
ｅ jic

a
vo

lu
n
te
e
r-b
o
s
h
u
@
jic
a
.

日　

３
月
21
日
祝
午
前
10
時
30
分

〜
正
午

場　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
な

ふ
く
苑（
西
大
久
保
７
６
６
―
１
）

内
容　

訪
問
診
療
・
看
取
り
ケ
ア

に
つ
い
て
の
講
演

講
師　

齋さ
い
き木

実
さ
ん
（
鶴
ヶ
島
在

宅
医
療
診
療
所
副
院
長
・
医
師
）

料　

無
料

※
手
話
通
訳
、
要
約
筆
記
あ
り
。

問　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
な

ふ
く
苑
ｔ
２
７
６
―
５
３
１
１
、

ｆ
２
７
６
―
５
３
１
５

①
映
画
会
『
邦
画　

Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｒ

Ｒ
Ｏ
Ｗ　

明
日
』

日　

３
月
８
日
土
午
後
２
時
か
ら

定　

先
着
１
６
０
人

内
容　

１
９
４
５
年
８
月
８
日
か

ら
長
崎
原
爆
投
下
直
前
ま
で
、

死
を
運
命
づ
け
ら
れ
な
が
ら
、

そ
れ
と
知
ら
な
い
人
々
の
日
常

を
淡
々
と
描
い
た
作
品
（
監
督

／
黒
木
和
雄
、
出
演
／
桃
井
か

お
り
、南
果
歩
、佐
野
史
郎
ほ
か
）

②
平
成
25
年
度
第
２
回
証
言
者
ビ

デ
オ
特
別
上
演
会

日　

３
月
22
日
土
午
後
１
時
〜
３

時
30
分

内
容　

平
和
資
料
館
で
は
戦
争
体

験
者
証
言
者
ビ
デ
オ
を
２
５
６

毛呂山町役場　ｔ（295）2112・ｆ（295）0771

　

毛
呂
山
町
に
残
る
貴
重
な
享

き
ょ
う
ほ
う保

雛び
な

の
歴
史
と
そ
の
時
代
に
つ
い
て

学
び
ま
す
。

日　

３
月
22
日
土
午
後
１
時
30
分

〜
３
時
30
分

場　

歴
史
民
俗
資
料
館

講
師　

是こ
れ
さ
わ澤

博ひ
ろ
あ
き昭

さ
ん
（
大
妻
女

子
大
学
准
教
授
）

定　

先
着
40
人

料　

無
料

申
・
問　

３
月
21
日
祝
ま
で
に
歴

史
民
俗
資
料
館
ｔ
２
９
５
―
８

２
８
２
、
ｆ
２
９
５
―
８
２
９

７
に
申
込
み

　

訪
問
診
療
に
つ
い
て
知
り
、
自

宅
で
安
心
し
て
過
ご
し
ま
し
ょ

う
。ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

埼
玉
ピ
ー
ス
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
映
画
会
・
特
別
上
映
会

郷
土
歴
史
講
座

『
雛ひ
な

祭ま
つ

り
と
雛
人
形
』

青
年
海
外
協
力
隊
、
シ
ニ
ア
海
外
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
『
体
験
談
＆
説
明
会
』

新
鮮
野
菜
（
の
ら
ぼ
う
菜
）

の
摘
み
取
り

『
家
族
介
護
教
室
』

参
加

ご

を

か
第
１
次
試
験
合
格
通
知
書
で

指
定
す
る
日
時

問　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
み
▽

人
事
院
人
材
局
試
験
課
ｔ
０
３

―
３
５
８
１
―
５
３
１
１
、
そ

の
他
▽
関
東
信
越
国
税
局
人
事

第
二
課
試
験
係
ｔ
０
４
８
―

６
０
０
―
３
１
１
１

のらぼう菜の摘み取り会場
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３
月
29
日
㈯
は
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

イ
ベ
ン
ト
！

　

川
越
藩
火ひ

な
わ
じ
ゅ
う

縄
銃
鉄
砲
隊
演
武
、

鳶と
び

は
し
ご
乗
り
、
民
踊
流
し
、
マ

ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
、
消
防
音
楽
隊

演
奏
、
お
茶
席
な
ど
。

※
午
前
10
時
〜
午
後
４
時
は
交
通

規
制
と
な
り
ま
す
。

日　

３
月
29
日
土
〜
５
月
６
日

（
振
休
）

場　

川
越
市
一
番
街
周
辺

問　

川
越
駅
観
光
案
内
所
ｔ
２
２

　

２
―
５
５
５
６

午
前
10
時
〜
11
時　

場
／
養
光
保

育
園　

対
／
未
就
園
児
の
親
子　

料
／
無
料　

申
・
問
／
前
日
ま
で

に
養
光
保
育
園
ｔ
２
７
６
―
１
４

７
３
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

１
０
０
年
後
の
子
ど
も
た
ち
に

　
　

毛
呂
山
の
自
然
を
残
そ
う
!!

　

宿
谷
の
滝
周
辺
の
清
掃
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
事
業
に
参
加
し
ま
せ
ん

か
。
長
靴
軍
手
な
ど
を
着
用
し
、

作
業
が
で
き
る
服
装
で
直
接
現
地

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
／
３
月
30
日
日
午
前
９
時
〜
正

午　

集
合
場
所
／
宿
谷
の
滝
入
口

料
／
無
料　

主
催
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

環
境
と
福
祉
を
育
て
る
会　

申
／

不
要　

問
／
ｔ
０
９
０
―
３
２
２

６
―
９
４
７
７
澤
田

　

世
界
の
国
や
地
域
、
民
族
に
根

付
い
た
音
楽
と
踊
り
を
親
子
で
体

験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

誰
で
も
踊
れ
る
や
さ
し
い
踊
り

や
楽
し
い
踊
り
を
中
心
に
計
画
し

て
い
ま
す
。
１
人
で
の
参
加
も
Ｏ

Ｋ
で
す
。
も
ち
ろ
ん
参
加
費
無
料

で
す
。

日
／
３
月
８
日
土
、
22
日
土
、
４

日
／
３
月
14
日
金
〜
16
日
日
午
前

９
時
〜
午
後
６
時　

場
／
中
央
公

民
館
展
示
室　

問
／
ｔ
２
９
４
―

９
２
７
３
多
和
田

　

こ
の
１
年
間
の
山
行
の
記
録
を

写
真
で
展
示
し
ま
す
。
こ
れ
は
毛

呂
山
山
岳
会
の
記
録
で
毎
年
行
っ

て
い
る
も
の
で
す
。
会
員
の
人
数

も
少
な
く
技
術
も
ま
だ
ま
だ
で
す

が
、
我
々
で
楽
し
み
な
が
ら
の
山

行
記
録
と
な
っ
て
い
ま
す
。
写
真

を
見
な
が
ら
、
自
分
も
こ
の
場
所

に
行
っ
て
み
た
い
と
い
う
人
が
い

る
な
ら
、
入
会
の
準
備
も
し
て
い

ま
す
の
で
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。
山
岳
関
係
の
道
具
類
な
ど

も
展
示
し
ま
す
。

日
／
３
月
29
日
土
正
午
〜
午
後
６

時
、
３
月
30
日
日
午
前
９
時
〜
午

後
５
時　

場
／
中
央
公
民
館
展
示

室　

料
／
無
料　

問
／
毛
呂
山
町

体
育
協
会
山
岳
部
部
長
ｔ
０
９
０

―
１
８
４
５
―
６
４
３
６
本
多

　

保
育
園
の
お
友
だ
ち
と
遊
び
ま

し
ょ
う
！　

保
育
相
談
も
行
っ
て

い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

日
／
３
月
19
日
水
、
４
月
９
日
水

INFORMATION

月
５
日
土
、
19
日
土
午
前
９
時
30

分
〜
11
時　

場
／
中
央
公
民
館　

対
／
ひ
と
り
で
踊
れ
る
子
ど
も
と

そ
の
親　

持
ち
物
／
運
動
靴　

申

・
問
／
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
こ
す
も

す
ｔ
２
９
４
―
６
６
９
７
岡

　

世
界
各
国
の
や
さ
し
い
踊
り
や

リ
ズ
ミ
カ
ル
で
楽
し
い
踊
り
を

踊
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
初
め
て
の

人
、
大
歓
迎
で
す
。

日
／
３
月
10
日
月
、
17
日
月
、
24

日
月
午
前
９
時
〜
11
時　

場
／
東

公
民
館　

料
／
無
料　

持
ち
物
／

運
動
靴　

申・

問
／
フ
ォ
ー
ク
ダ

ン
ス
・
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
ｔ
２
９
５

―
２
０
５
６
鈴
木

　

初
級
中
国
語
会
話
を
主
と
し
た

中
国
事
情
に
も
触
れ
る
学
び
の
サ

ー
ク
ル
で
す
。
中
国
に
関
心
と
興

味
を
お
持
ち
の
人
の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
／
毎
月
第
２
・
４
土
曜
日
午
後

３
時
〜
５
時　

場
／
中
央
公
民
館

講
師
／
高こ
う
う宇

さ
ん　

会
費
／
月
額

２
０
０
０
円
（
入
会
金
な
し
、
教

材
費
別
途
）　

問
／
ｔ
２
９
５
―

８
６
９
３
三
宅

　

当
サ
ー
ク
ル
は
、
設
立
20
周
年

を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
今
回
は
特

別
展
と
し
て
こ
れ
ま
で
の
活
動
の

軌
跡
や
毛
呂
山
町
の
豊
か
な
自

然
、
暮
ら
し
、
文
化
な
ど
を
撮
影

し
た
写
真
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
い

ま
す
。
会
員
23
人
の
個
性
あ
ふ
れ

る
作
品
と
合
わ
せ
て
60
数
点
を
展

示
し
ま
す
。ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

『
フ
ォ
ト
フ
レ
ン
ド
毛
呂
山

第
20
回
写
真
展
』
開
催

毛
呂
山
町
体
育
協
会
山
岳
部

『
山
岳
写
真
展
』
の
お
知
ら
せ

宿
谷
の
滝
『
清
掃
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
』
参
加
者
募
集

体
験
教
室
『
親
子
で
ふ
れ
あ
い

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
』
参
加
者
募
集

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
『
初
心

者
教
室
』
参
加
者
募
集

『
毛
呂
山
中
国
愛
好
会
』

会
員
募
集

養
光
保
育
園
『
園
庭
開
放
』

『
小
江
戸
川
越
春
ま
つ
り
』 報

情

レレ
イ
ン

ボ
ー

情
報
交
換
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問　教育委員会生涯学習課学習支援係　ｔ（295）2112　内線 521

遊ぼう！学ぼう！「放課後子ども教室」  ～平成 26年度参加者募集～

　子どもたちが心豊かに健やかに育
はぐく

まれる環境づくりを目的として、放課後や週末などに公共施設を活用し、
地域の皆さんが安全で安心な子どもたちの居場所を運営しています。子どもたちとともに勉強やスポーツ、
文化活動、地域住民との交流活動などの取組を実施します。平成 26年度も下記の２教室を開設します。

開催場所・教室名 開　催　日 開催時間 定　員

毛呂山町東公民館「子ども教室」
原則毎週土曜日
（３回程度／月）

午前 10時～午後３時 40人

毛呂山町立図書館「木曜のあそびクラブ」
原則毎週木曜日
（３回程度／月）

午後３時～午後５時 30分 40人

・活動内容 室内外での遊び、宿題支援、体験活動、交流活動
・参加対象 町内に在住する小学生（両教室参加登録も可）
・参　加　費 無料（ただし、傷害保険料や体験活動などを実施する際の材料費は、個人負担となります）
・スタッフ 子どもたちが安全・安心に楽しく過ごせるように、地域の大人を中心に構成されるコーディネー

ター、安全管理員、学習アドバイザーなどのスタッフを配置します。
・参加方法 参加申込みは、事前説明会後に手続きを行ってください。
・参加締切 両教室とも 40人になりしだい締め切ります。

 ※子どもの送迎は、保護者が責任をもってお願いします。

日
／
年
８
回　

対
／
坂
戸
市
周
辺

市
町
村
在
住
の
宮
城
県
出
身
者　

会
費
／
年
額
１
０
０
０
円　

内
容

／
総
会
、
旅
行
会
、
イ
ベ
ン
ト
へ

の
参
加　

問
／
ｔ
２
８
１
―
３
１

７
８
二
階
堂

　

桜
扇
の
会
は
平
成
24
年
４
月
に

発
足
。
歌
と
踊
り
の
愛
好
者
が
集

ま
っ
て
、
自
分
た
ち
の
趣
味
を
通

じ
て
親
睦
を
は
か
り
な
が
ら
の
ア

毛呂山町役場　ｔ（295）2112・ｆ（295）0771

『
宮
城
県
人
会（
は
ぎ
の
会
）』

会
員
募
集

『
桜
扇
の
会
』
会
員
募
集

単位団名 種　目 代表者 連絡先電話番号

毛呂山オリオンズ

軟式野球

久
くぼ や ま
保山　悟

さとる
ｔ 090（8680）4338

ニュー長瀬ドラゴンズ 白
しらいし
石　一

かずおき
起 ｔ 090（2228）1121

毛呂山イーグルス 加
かとう
藤　久

ひさよし
喜 ｔ 090（4098）5549

毛呂山ウイングス 神
かんだ
田　将

まさのり
則 ｔ（294）3117

FC パルセイロジュニア サッカー 石
いしい
井　　学

まなぶ
ｔ 090（1129）7344

ＦＣ毛呂山レディース 女子
サッカー 本

ほんだ
田　周

しゅうへい
平 ｔ（295）0234

毛呂山剣友会 剣道 吉
よしざわ
澤　光

みつはる
春 ｔ（294）0407

毛呂山柔道会 柔道 星
ほしの
野　剛

たけし
志 ｔ（295）6704

毛呂山ボーイズ 硬式野球 安
あんぼ
保　靖

やすひこ
彦 ｔ 090（4962）8011

毛呂山町武蔵空手道
武州会 空手道 小

こむろ
室　良

よしひろ
浩 ｔ 090（2466）7238

毛呂山バスケットボール
スポーツ少年団

ミニバスケッ
トボール 宮

みやごし
越　正

まさき
樹 ｔ（295）1746

毛呂山ウイングス
レディース

女子ソフト
ボール 石

いしい
井　　実

みのる
ｔ（295）1638

ッ
ト
ホ
ー
ム
な
山
根
荘
の
ク
ラ
ブ

で
す
。
新
年
度
に
あ
た
り
会
員
の

皆
さ
ん
の
要
望
に
て
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
加
入
ご
希

望
の
人
は
お
気
軽
に
お
電
話
し
て

く
だ
さ
い
。

　

通
信
カ
ラ
オ
ケ
、
一
流
作
曲
家

の
テ
ー
プ
に
よ
る
指
導
、
無
料
送

迎
バ
ス
の
利
用
が
で
き
ま
す
。

日
／
毎
月
２
回
10
時
30
分
〜
午
後

２
時
15
分　

場
／
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
山
根
荘　

会
費
／
月
額
５
０

０
円
（
入
会
金
１
０
０
０
円
）　

問
／
０
８
０
―
５
０
４
６
―
３
１

１
０
板
東

放課後子ども教室の概要や、学習の内容および注意事項などの説明会を実施します。
保護者の出席をお願いします。（参加できなかった人は、生涯学習課から説明を受けてください）
○「子ども教室」事前説明会
　　　 日時　３月 15日（土）午前 10 時 場所　毛呂山町東公民館　視聴覚室
○「木曜のあそびクラブ」事前説明会
　　 　日時　３月 13日（木）午後４時 場所　毛呂山町立図書館　読書室（２階）
※事前説明会終了後、「参加登録申込書・同意書」をお渡しします。

毛呂山町スポーツ少年団団員募集
　入団の受付を、随時行っています。直接、代表者まで
連絡をお願いします。
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平
成
26
年
度
狂
犬
病
予
防
集
合
注
射
を
実
施
し
ま
す

注
意
事
項

・ 

生
後
90
日
未
満
の
犬
は
接
種
で

き
ま
せ
ん
。

・ 

郵
送
さ
れ
た
ハ
ガ
キ
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

・ 

犬
を
日
常
飼
育
し
て
い
て
、
犬

を
抑
え
ら
れ
る
人
が
連
れ
て
き

て
く
だ
さ
い
。

・ 

『
ふ
ん
』
の
後
始
末
は
飼
い
主

が
必
ず
し
て
く
だ
さ
い
。

INFORMATION

は
動
物
病
院
で
発
行
さ
れ
た
注
射

済
証
を
役
場
生
活
環
境
課
へ
持
参

し
て
、
注
射
済
票
の
交
付
を
受
け

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
注
射
済
票
交
付
料
は

５
５
０
円
で
す
。

※
注
射
料
金
は
、
各
動
物
病
院
に

よ
り
多
少
異
な
り
ま
す
。

●
次
の
よ
う
な
場
合
に
は
手
続
き

が
必
要
で
す

・ 

新
た
に
犬
を
飼
っ
た
と
き

・ 

飼
い
犬
が
死
亡
し
た
と
き

・ 

飼
い
主
の
住
所
が
変
わ
っ
た
と

き
（
町
外
に
転
出
の
場
合
は
、

転
出
先
の
市
町
村
に
届
け
出
て

く
だ
さ
い
）

・ 

犬
の
所
在
地
が
変
わ
っ
た
と
き

・ 

鑑
札
を
紛
失
し
て
し
ま
っ
た
と

き
問　

役
場
生
活
環
境
課
環
境
係
ｔ

内
線
２
１
２

・ 

犬
の
首
輪
は
抜
け
な
い
よ
う
に

し
、
手
綱
は
短
く
持
っ
て
く
だ

さ
い
。

・ 

犬
の
健
康
状
態
に
よ
っ
て
は
、

接
種
を
お
断
り
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

●
町
内
の
動
物
病
院
で
も
狂
犬
病
予

防
注
射
は
随
時
受
け
ら
れ
ま
す

　

上
記
の
期
間
中
に
接
種
で
き
な

い
と
き
は
、
動
物
病
院
で
接
種
し

て
く
だ
さ
い
。
町
で
は
、
次
の
町

内
動
物
病
院
（
３
病
院
）
と
協
定

を
結
ん
で
い
ま
す
の
で
、
町
内
動

物
病
院
で
接
種
し
た
場
合
、
郵
送

さ
れ
た
ハ
ガ
キ
を
持
参
す
る
と
そ

の
場
で
注
射
済
票
の
交
付
が
受
け

ら
れ
ま
す
。

■
新
井
動
物
病
院

　
　
　
　

ｔ
２
９
４
―
０
８
８
５

■
き
く
た
動
物
病
院

　
　
　
　

ｔ
２
９
５
―
３
８
７
３

■
ヒ
ロ
動
物
病
院

　
　
　
　

ｔ
２
９
５
―
５
４
５
４

　

ま
た
、
町
外
の
動
物
病
院
で
狂

犬
病
予
防
注
射
を
接
種
し
た
場
合

実施日 会　場 受付時間
４月 19 日土 川角グラウンド駐車場 9:30 ～ 11:30

13:30 ～ 15:30４月 20日日 毛呂山町役場駐車場　

料金　１頭につき 3,300 円
 （注射料金 2,750 円、注射済票交付料 550円）
※おつりのないように、ご用意ください。
■新たに犬を飼われた場合や、登録手続きを行って
いない場合は、上記料金のほかに登録手数料として
3,000 円が必要です。

　

犬
の
所
有
者
は
、
狂
犬
病
予
防
法
に
よ
り
年
１
回
の
狂
犬
病
予
防
接
種
が
義
務
と

な
っ
て
い
ま
す
。平
成
26
年
度
狂
犬
病
予
防
注
射
を
次
の
日
程
で
実
施
し
ま
す
の
で
、

最
寄
り
の
会
場
で
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

ス
テ
ッ
カ
ー
が
目
印

　

救
急
隊
が
キ
ッ
ト
を
発
見
し
や

す
い
よ
う
に
、
玄
関
ド
ア
の
内
側

と
、
冷
蔵
庫
外
側
に
ス
テ
ッ
カ
ー

を
貼
り
ま
す
。

対　

町
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
高

齢
者
な
ど

料　

無
料

配
布
場
所　

役
場
高
齢
者
支
援
課

高
齢
者
福
祉
係
、
毛
呂
山
町
社

会
福
祉
協
議
会

※
疾し

っ
ぺ
い病
な
ど
に
よ
り
外
出
が
困
難

な
人
は
、
電
話
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

問　

役
場
高
齢
者
支
援
課
高
齢
者

福
祉
係
ｔ
内
線
１
１
８

安
心
は
冷
蔵
庫
の
中
か
ら

　

自
宅
で
具
合
が
悪
く
な
り
救
急

車
を
呼
ぶ
際
、
本
人
が
病
状
な
ど

を
説
明
で
き
な
い
場
合
に
備
え

て
、「
か
か
り
つ
け
医
療
機
関
」、

「
服
薬
内
容
」、「
持
病
」、「
緊
急

連
絡
先
」な
ど
の
情
報
を
記
入
し
、

専
用
の
容
器
（
救
急
医
療
情
報
キ

ッ
ト
）
に
入
れ
、
自
宅
の
冷
蔵
庫

に
保
管
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

キ
ッ
ト
の
中
に
入
れ
る
も
の

①　

救
急
情
報
（
緊
急
連
絡
先
、

か
か
り
つ
け
医
な
ど
を
記
載
）

②　

写
真
（
ス
ナ
ッ
プ
可
）

③　

健
康
保
険
証
の
写
し

④　

診
察
券
の
写
し

⑤　

薬
剤
情
報
提
供
書
や
お
薬
手

帳
の
写
し

※
②
〜
⑤
は
ご
自
身
で
用
意
し
て

く
だ
さ
い
。
コ
ピ
ー
が
難
し
い
場

合
は
、
健
康
保
険
証
な
ど
の
番
号

を
メ
モ
し
て
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
を

　
　
　
　
　
　

無
料
配
布
し
て
い
ま
す

キットには、ドア用（シ
ール）冷蔵庫用（マグ
ネット）の２種類が入
っています。
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毛呂山町役場　ｔ（295）2112・ｆ（295）0771

問　役場水道課業務係　ｔ（295）2112　内線 161

水道料金などの改定のお知らせ

　平成 26年４月１日（火）から、消
費税率が引き上げられることに伴い、
水道料金と水道加入金の消費税相当
額を現行の５％から８％へ引上げる
ことになりました。
　水道料金については、
平成 26 年４月１日以降
の使用分に対し適用さ
れ、水道加入金について
は、平成 26 年４月１日
以降の申請に対し適用
されます。

　ゆずの里商店街では、桜まつりを開催します。
加盟店では皆さんのお越しをお待ちしています。

日　時　４月５日（土）

　　　　午前 10 時～午後３時（雨天中止）
場　所　ＪＲ八高線毛呂駅前
内　容　ヒップホップダンス、毛呂山中学校吹奏
楽部による演奏、愛仕幼稚園児によるお遊戯、
オカリナ・アコーディオン演奏、起震車体験、
ビンゴゲーム、TⅢMライブ、保健師による健
康相談、ゆず娘・
もろ丸くんによ
るキャンペーン、
野点、餅つき、
甘酒の配布、加
盟店の出店など

問合せ　ゆずの里商店街　ｔ（294）0018 岡部

写
し
請
求
、
給
与
支
払
報
告
・
特

別
徴
収
に
係
る
給
与
所
得
者
異
動

届
、
軽
自
動
車
税
申
告
（
報
告
）

書
兼
標
識
交
付
申
請
書
、
軽
自
動

車
税
廃
車
申
告
書
兼
標
識
返
納

書
、
そ
の
ほ
か
各
種
イ
ベ
ン
ト
申

込
み
な
ど

◎
電
子
申
請
・
届
出
サ
ー
ビ
ス
ｈ

https://denshi.pref.saitam
a.lg.jp/

　

通
信
は
暗
号
化
さ
れ
ま
す
の
で

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
も
安
心
で
す
。
詳

し
く
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
（
ｈ h

ttp
://w
w
w
.

tow
n.m
oroyam

a.saitam
a.jp

）。

問　

役
場
情
報
推
進
室
ｔ
内
線
２

２
１

　

埼
玉
県
と
県
内
市
町
村
で
は
、

電
子
申
請
・
届
出
サ
ー
ビ
ス
を
共

同
利
用
し
て
い
ま
す
。

◎
電
子
申
請
に
は
こ
ん
な
メ
リ
ッ

ト
が
あ
り
ま
す

　
『
自
宅
や
職
場
の
パ
ソ
コ
ン
か

ら
申
請
が
で
き
ま
す
』、『
夜
間
、

休
日
で
も
申
請
が
で
き
ま
す
』、

『
携
帯
電
話
で
申
請
で
き
る
手
続

き
も
あ
り
ま
す
』

◎
毛
呂
山
町
で
は
こ
ん
な
手
続
き

が
で
き
ま
す

　

国
民
健
康
保
険
加
入
・
喪
失
届
、

印
鑑
登
録
証
明
書
交
付
申
請
、
戸

籍
の
附
票
の
写
し
請
求
、
住
民
票

記
載
事
項
証
明
請
求
、
住
民
票
の

電
子
申
請
・
届
出
サ
ー
ビ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

第７回　ゆずの里商店街桜まつり

【消費税改正後の影響額】
新旧料金の比較（２か月あたり） （消費税込）
水道メーター
の口径 使用水量 現　行

（5％）
改定後
（8％） 差　額

13 ｍｍ

20㎥ 1,995 円 2,052 円 57円
30㎥ 3,066 円 3,153 円 87円
40㎥ 4,137 円 4,255 円 118円
50㎥ 5,428 円 5,583 円 155円

20 ｍｍ

20㎥ 2,352 円 2,419 円 67円
30㎥ 3,423 円 3,520 円 97円
40㎥ 4,494 円 4,622 円 128円
50㎥ 5,785 円 5,950 円 165円

証
明
書
自
動
交
付
機
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

　

住
基
カ
ー
ド
を
使

っ
て
、
証
明
書
自
動

交
付
機
を
利
用
す
れ

ば
、
休
日
で
も
住
民

票
や
印
鑑
登
録
証
明

書
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

利
用
を
希
望
す
る
人
は
、
あ
ら
か
じ
め
住
基

カ
ー
ド
交
付
申
請
書
と
併
せ
て
役
場
住
民
課
戸

籍
住
民
係
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
す

で
に
住
基
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
人
は
、
申
請
の

際
に
カ
ー
ド
を
ご
持
参
の
う
え
、
役
場
住
民
課

戸
籍
住
民
係
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
に
は
印
鑑
、
本
人
確
認
書
類
が
必
要
で

す
。
な
お
、
写
真
付
き
住
基
カ
ー
ド
を
希
望
す

る
場
合
は
パ
ス
ポ
ー
ト
サ
イ
ズ
の
証
明
写
真
が

必
要
で
す
。

※
本
人
確
認
書
類
と
は
、
運
転
免
許
証
、
パ
ス

ポ
ー
ト
な
ど
の
場
合
は
１
点
。
保
険
証
、
年
金

手
帳
な
ど
の
顔
写
真
の
貼
付
さ
れ
て
い
な
い
も

の
は
２
点
が
必
要
で
す
。

交
付
機
設
置
場
所　

役
場
１
階
町
民
ホ
ー
ル

稼
働
時
間　

毎
日
（
12
月
29
日
か
ら
１
月
３
日

は
除
く
）
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

※
毎
週
水
曜
日
は
午
後
７
時
ま
で

手
数
料　

住
民
票　

世
帯
の
写
し　

３
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　
　

個
人
の
写
し　

２
０
０
円

　
　
　
　

印
鑑
登
録
証
明
書　

２
０
０
円

申
・
問　

役
場
住
民
課
戸
籍
住
民
係
ｔ
内
線
１

　

３
１
・
１
３
３
・
１
３
４
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収
証
な
ど
を
作
成
す
る
際
に
は
、

受
取
金
額
を
確
認
の
う
え
、
納
付

す
る
印
紙
税
額
に
誤
り
の
な
い
よ

う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
印
紙
税
の
納
付
の
必
要
が
な
い

文
書
に
誤
っ
て
収
入
印
紙
を
貼
っ

た
よ
う
な
場
合
に
は
、
所
轄
の
税

務
署
長
に
過
誤
納
と
な
っ
た
文
書

の
原
本
を
提
示
し
、
過
誤
事
実
の

確
認
を
受
け
る
こ
と
で
、
印
紙
税

の
還
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

領
収
証
な
ど
を
取
引
の
相
手
方

に
交
付
し
て
い
る
場
合
で
も
、
過

誤
納
事
実
の
確
認
を
受
け
る
に
は

文
書
の
原
本
を
提
示
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
の
で
、
収
入
印
紙
を
貼

る
際
は
、
誤
り
の
な
い
よ
う
十
分

に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問　

川
越
税
務
署
ｔ
２
３
５
―
９

４
１
１

INFORMATION

◎
消
費
税
率
が
引
き
上
げ
ら
れ
ま

す
　

地
方
消
費
税
を
含
む
消
費
税
の

税
率
は
、
平
成
26
年
４
月
１
日
か

ら
８
％
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

　

消
費
税
の
課
税
事
業
者
が
、
平

成
26
年
４
月
１
日
を
含
む
課
税
期

間
分
（
個
人
事
業
者
の
場
合
は
平

成
26
年
分
）
の
消
費
税
・
地
方
消

費
税
の
確
定
申
告
書
を
作
成
す
る

た
め
に
は
、
課
税
売
上
げ
・
課
税

仕
入
れ
に
つ
い
て
、
帳
簿
な
ど
に

お
い
て
新
・
旧
税
率
が
適
用
さ
れ

た
も
の
を
区
分
し
て
お
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
税
率
引
上
げ
に
伴
う
経

過
措
置
に
よ
り
、
平
成
26
年
４
月

１
日
以
後
に
行
わ
れ
る
取
引
で

あ
っ
て
も
、
旧
税
率
が
適
用
さ
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◎
任
意
の
中
間
申
告
制
度
が
創
設

さ
れ
ま
し
た

　

直
前
の
課
税
期
間
の
確
定
消
費

税
額
（
地
方
消
費
税
額
を
含
ま
な

い
年
税
額
）
が
48
万
円
以
下
の
事

業
者
（
中
間
申
告
義
務
の
な
い
事

業
者
）
が
、
任
意
に
中
間
申
告
書

（
年
１
回
）
を
提
出
す
る
旨
を
記
載

し
た
届
出
書
を
納
税
地
の
所
轄
税

務
署
長
に
提
出
し
た
場
合
に
は
、

こ
の
届
出
書
を
提
出
し
た
日
以
降

に
そ
の
末
日
が
最
初
に
到
来
す
る

６
月
中
間
申
告
対
象
期
間
か
ら
、

自
主
的
に
中
間
申
告
・
納
付
す
る

こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
さ
れ
ま
し

た
。

　

事
業
年
度
が
１
年
の
法
人
に
つ

い
て
は
平
成
26
年
４
月
１
日
以
後

開
始
す
る
課
税
期
間
（
平
成
27
年

３
月
末
決
算
分
）
か
ら
、
個
人
事

業
者
の
場
合
に
は
平
成
27
年
分
か

ら
適
用
さ
れ
ま
す
。

◎
消
費
者
向
け
価
格
表
示
に
つ
い

て
　

現
在
消
費
者
向
け
の
価
格
表
示

に
つ
い
て
は
、
税
込
価
格
を
表
示

（
総
額
表
示
）
す
る
こ
と
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

消
費
税
率
引
き
上
げ
に
伴
い
、

平
成
25
年
10
月
１
日
か
ら
平
成
29

年
３
月
31
日
ま
で
の
間
は
、
現
に

表
示
す
る
価
格
が
税
込
価
格
で
あ

る
と
誤
認
さ
れ
な
い
た
め
の
措
置

を
講
じ
て
い
れ
ば
、
税
込
価
格
を

表
示
し
な
く
て
も
よ
い
と
す
る
特

例
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
特
例
の
適
用
を
受
け
る
事

業
者
は
、
消
費
者
へ
の
配
慮
の
観

点
か
ら
で
き
る
だ
け
速
や
か
に

「
税
込
価
格
」
を
表
示
す
る
よ
う

努
め
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
誤
認
防
止
措
置
の
具
体
例
】

（
例
１
）
値
札
、
チ
ラ
シ
な
ど
に

お
い
て
、
商
品
な
ど
の
価
格
を
次

の
よ
う
に
表
示
す
る
。

（
例
２
）
個
々
の
値
札
な
ど
に
お

い
て
は
、
税
抜
価
格
の
み
を
表
示

し
、
別
途
消
費
者
が
商
品
を
選
択

す
る
際
に
店
内
の
目
に
付
き
や
す

い
場
所
に
明
瞭
に
、「
当
店
の
価

格
は
す
べ
て
税
抜
き
表
示
に
な
っ

て
い
ま
す
」
と
い
っ
た
掲
示
を
行

う
。

◎
「
領
収
証
」
な
ど
に
係
る
印
紙

税
の
非
課
税
範
囲
が
拡
大
さ
れ
ま

し
た

　

事
業
者
が
作
成
す
る
領
収
証
や

レ
シ
ー
ト
な
ど
「
金
銭
又
は
有
価

証
券
の
受
取
書
」
に
係
る
印
紙
税

の
非
課
税
範
囲
が
拡
大
さ
れ
、
平

成
26
年
４
月
１
日
か
ら
、
５
万
円

未
満
の
も
の
に
つ
い
て
非
課
税
と

な
り
ま
す
（
現
在
は
、
記
載
さ
れ

た
金
額
が
３
万
円
未
満
の
も
の
が

非
課
税
で
す
）。

　

平
成
26
年
４
月
１
日
以
降
、
領

事業主のみなさんへ

消費税法、印紙税法改正などのお知らせ

○○円（税別）

○○円＋税

○○円（税抜価格）

○○円（本体価格）

○○円＋消費税

「金銭又は有価証券の受領書」
に係る印紙税の非課税範囲

現　行 平成 26年
４月 1 日以降

３万円未満 ５万円未満

税に関する情報　　　国税庁ホームページ　ｈ http://www.nta.go.jp
内容に関する問合せ　川越税務署　ｔ（235）9411
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事業者名 業務内容 電話番号
麻原酒造 酒造業 （294）0005 
イチカワ 補聴器等取扱 （281）0107 
エコルトラスト ゴルフ場 （294）7751
N─ STUDIO ヨガ・ピラティス教室（270）4573
おたか（柚子の郷製麺）飲食店 （294）7511
川角駅前ファミリー歯科 歯科医院 （295）7171 
喫茶オテッサ 飲食店 090（1103）8677
埼玉県宅建協会彩西支部 公益社団法人 04（2969）6060 
彩礼 葬祭業 （279）3211
坂戸グランドホテル ホテル業 （281）4122 
信濃住宅 建築不動産 （276）7222

事業者名 業務内容 電話番号
城西健康市民大学 大学公開講座 （271）7713
畠山塗装 塗装業 （295）6225
マイスター社会保険労務士飯田事務所 社会保険労務士 0493（81）3039
真心 訪問医療マッサージ 042（985）2320
みなづき司法書士事務所 司法書士事務所 050（1337）6347
ミュージックファウンデーション NPO 法人 （295）0919
ミルティーユ毛呂山 ブルーベリー農園 080（2337）4559
武蔵野寺（ペット霊廟）ペット霊園 （295）5542
武蔵越生高等学校 学校法人 （292）3254
メガネ・時計の串田 メガネ等取扱 （294）0119
メガネのアイワ メガネ等取扱 （295）4530

平成25年度広報もろやま有料広告掲載事業者一覧表 （50 音順）

事業者名 業務内容 電話番号
埼玉平成中学校 学校法人 （294）8080

事業者名 業務内容 電話番号
富士通エフサス コンピュータ関連 048（649）2953

平成25年度バナー広告掲載事業者一覧表 （50 音順）

毛呂山町役場　ｔ（295）2112・ｆ（295）0771

　「広報もろやま」および「町ホームページ」に掲載する広告を募集しています。
■広報もろやま　　　　　　　　　　　　　　　　　■町ホームページ
　縦 4.8 ｃｍ×横　8.9 ｃｍ　１回 10,000 円　　　縦 60ピクセル×横 160ピクセル　月額 10,000 円
　縦 4.8 ｃｍ×横 17.8 ｃｍ　１回 20,000 円

　詳細は、町ホームページをご覧いただくか、役場秘書広報課広報広聴係までお問い合わせください。
　なお、平成 25年度中に「広報もろやま」および「町ホームページ」に有料広告を掲載していただいた事
業者の皆さんは、下記のとおりです。まことにありがとうございました。

「広報もろやま」および
　　　　「町ホームページ」に広告を掲載しませんか？

日　時　３月22日（土）
受　付　ＪＲ八高線明覚駅前広場（ときがわ町）午前７時～９時受付後随時スタート
参加費　無料（交通費はご負担ください）
定　員　先着 1,000 人（事前申込制）
コース　スタート（ＪＲ八高線明覚駅）→桃の木→瀬戸→大

おおつき

附→いこいの里→上
かみやつ

谷の大クス→最勝寺→自然
休養村センター→円通寺→大高取山→桂木観音→ゆずの散歩道→塩沢の滝→毛呂本郷→ゴール（ＪＲ八高
線毛呂駅）【全行程：約 15.5 キロメートル】
申込み　３月 14日（金）までに往復はがきに

【往診欄】 表／〒 350-0494（住所不要）越生町産業観光課　記念ハイキング大会事務局宛
  裏／参加者の住所、カタカナ氏名、電話番号
【返信欄】 表／参加者の住所、氏名　　裏／無記入
以上を記入のうえ、おひとりにつき１通応募してください（当日消印有効）。

埼玉県立黒山自然公園観光連盟創立 50周年記念
ときがわ・越生・毛呂山縦断ハイキング大会

問　埼玉県立黒山自然公園観光連盟毛呂山町事務局（役場産業振興課内）　ｔ（295）2112　内線 175

表／〒 350-0494（住所不要）越生町産業観光課　記念ハイキング大会事務局宛

問　役場秘書広報課広報広聴係　ｔ（295）2112　内線 332　ｈ http://www.saitama.moroyama.jp
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図書館　ｔ（295）1015　３月の休館日：毎週月曜日

名　称 日　程 時　間 対　象 内　容

子ども映画会
「バズ・ライトイ
ヤー　帝王ザーク
を倒せ！」

３月 ８日（土）14:00～15:30

内容 /『トイストーリー』で最新のおもちゃ
としておなじみのバズが主役として大活
躍するアニメーション
場 / ２階視聴覚室　定 / 先着 50人

おはなし会 ３月 22日（土）14:00～14:30 ３歳児～小学生

内容 / おはなし、絵本の読み聞かせ、紙
芝居など　場 / ２階視聴覚室　
※小さなお子さんは、保護者同伴でご参
加ください。

おはなしポッケ ３月 11日（火）
３月 25日（火）11:00～11:30 ０歳～３歳くらい

内容 / わらべうた、手あそび、　絵本の読
み聞かせなど　場 /１階おはなしコーナー
※小さなお子さんのためのおはなし会です。

おおきなポッケ ４月 １日（火）11:00～11:30 ２歳～３歳 内容 / 絵本の読み聞かせ、手あそび、紙
芝居など　場 / １階おはなしコーナー

児童館　ｔ（295）4111　３月の休館日：毎週日・月曜日、21日祝

名　称 日　程 時　間 対　象 内　容

遊びにおいでよ！
ぴょんぴょん広場

３月 ５日（水）
３月 19日（水）
３月 26日（水）

10:30～11:30 ２歳前後の幼児と保護者

初めての参加でも大丈夫。リズムに乗っ
て体操をしたり、お話を聞いたり、工作
を楽しんだり。指導員がやさしく教えて
くれます。気軽に参加してみませんか。
内容 / 体操、工作、体育あそびなど（申
込み不要）　場 / 児童館遊戯室　持ち物 /
親子とも室内シューズ

父親クラブ
「ホットプレート
を使ってナン作り
(カレーも作るよ）」

３月 22日（土）10:00～11:30

幼児、小学生と
お父さん
（家族で参加も
大歓迎）

場 / 児童館　持ち物 / 上履き、包丁、キッ
チンボウル（直径 20cm）、麺棒、フライ
返し、タッパー、お手拭き、飲み物　参
加費 / １人 150 円　申 / ３月８日（土）
から 19 日（水）までに参加費を添えて児
童館へ申込み
※お釣りのないようにご協力をお願いし
ます。

あそびの会 ３月 27日（木）10:00～11:30 小学生
場 / 児童館２階　定 / 先着 20 人　種目 /
ターゲットゲーム、的当て、ビー玉運び
申 / ３月 15 日（土）から児童館で受付

保健センター　ｔ（294）5511

名　称 日　程 対　象 内　容

４か月児健診 ４月 ３ 日（木） H25.11 生

場 / 保健センター
※対象者には個別に通知します。

10か月児健診 ４月 ４ 日（金） H25. ５生

１歳６か月児健診 ４月 14日（月） H24. ９生

３歳児健診 ４月 15日（火） H22.10 生

２歳児歯科健診 ４月 10日（木） H23.10 生H23.11 生

場 / 保健センター
歯と栄養のお話、歯科検診、歯みがき指導、フッ素塗

と ふ

布
（希望者のみ）、栄養指導相談（希望者）など

子ども広場
このコーナーは、子どもが参加のできるイベ
ントなどの情報のほか、子育て支援に関する
情報や健康診断など、子どもに関する様ざま
な事柄を掲載するコーナーです。
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保健センターだより
保健センター　ｔ（294）5511

母親学級
　素敵なマタニティライフを送っていただくため
にもお気軽にご参加ください。また、新しいお友
だちとの出会いの機会にしてください。お父さん
になる人の参加も大歓迎です。

栄養相談（無料）
　生活習慣病予防の食生活について、管理栄養士
が個別にご相談をお受けいたします。
日　３月 10日（月）　９:00 ～ 12:00
場　保健センター
申　保健センターで受付（電話可）
※１人 20分くらいを目安に予約を取ります。

場　保健センター　　料　無料
対　初妊婦とその夫
持ち物　母子健康手帳、筆記用具
申・問　３月 10 日（月）から保健センターｔ（294）
5511 で受付（電話可）

■４月の在宅当番医（午前９時～正午）

日にち 医療機関名 専科 住所 電話

4/29祝 かあいファミリー
クリニック

内科
外科 越生町上野 1025 （299）6222

※埼玉医科大学病院（毛呂本郷 38ｔ 276-1465）は、救急
部が日曜・祝日を問わず救急患者を受け入れています。

４年　島
しまぬき

貫ライラセブリバさん

「獲物を探している
プラティノス」

「スカイツリー」

６年　渡邉　天
たかと

斗くん

№
３
８
１　

毛
呂
山
小
学
校

ぼくらの
キ
ャ
ン
パ
ス

「戦国野原」

５年　大野　博
ひろき

輝くん

【母親学級日程表】

月　日 時　間 内　容 講　師

４月 22日（火）
13:30 ～ 13:50
14:00 ～ 15:00
15:10 ～ 16:10

オリエンテーション
フリートーク
妊娠中の栄養（試食あり）

保健師

管理栄養士

５月 13日（火） 13:30 ～ 14:15
14:30 ～ 15:30

歯科保健
母子保健制度

歯科衛生士
保健師

５月 24日（土） 13:30 ～ 14:40
14:50 ～ 16:30

親の役割
沐
もくよく

浴実習
赤ちゃんの生理と保育

心理士

保健師

６月　６日（金） 13:30 ～ 16:00 呼吸法と妊婦体操
乳房管理、産後の生活 助産師
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法律相談
■弁護士（要予約）
日　時　４月８日火、28日月　13:30 ～ 16:00
■行政書士
日　時　４月 16日水　10:00 ～ 15:00
場　所　役場会議室
内　容　土地家屋のトラブル、交通事故、金銭貸借や補償、
　　　　相続問題など
問合せ　役場総務課自治振興係ｔ（295）2112 内線 313

人権・行政相談
日　時　４月 10日木　13:30 ～ 16:00
場　所　役場会議室
内　容　人権問題、行政に関する苦情など
問合せ　役場総務課自治振興係ｔ（295）2112 内線 313

心配ごと相談
日　時　毎週水曜日　10:00 ～ 12:00
場　所　ウィズもろやま（福祉会館）
内　容　生活上の悩み、困りごとなど
問合せ　社会福祉協議会ｔ（295）3111

４月の相談コーナー
健康相談
■成人健康相談（心と体の相談）
日　時　４月４日金　9:00 ～ 12:00
場　所　保健センター
日　時　４月 23日水　9:30 ～ 11:30
場　所　役場ホール
■電話相談
日　時　月～金曜日（祝日を除く）　9:00 ～ 17:00
問合せ　保健センターｔ（294）5511

消費生活相談
　産業振興課では、消費生活全般に関する相談・情報提供
を行っています。
　毎週火曜日 10:00 ～ 15:00 は、消費生活コンサルタン
トが相談を受け付けます。
問合せ　役場産業振興課商工観光係ｔ（295）2112 内線 175

教育相談
日　時　月～金　10:00 ～ 16:30
場　所　教育センター
内　容　不登校、いじめ、しつけなど
電話相談番号ｔ（295）2525

 行事カレンダー4月の 毛呂山町役場 ☎（２９５）２１１２

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5

・おおきなポッケ
　場図書館

・ゆずの里商店街桜まつり
　場ＪＲ毛呂駅前→P17
・のらぼう菜の摘み取り
　場旧毛呂山高校東側
　→P13

6 7 8 9 10 11 12児 図歴児体

・５月分体育施設予約日
　場総合公園

・町立小・中学校
　始業式、入学式
　場町立各小・中学校
・５月分体育施設調整会議
　場総合公園
・おはなしポッケ
　場図書館

・ぴょんぴょん広場
　場児童館

・子育てサロン
　場東公民館

・子ども映画会
　場図書館
・葛貫チューリップ祭り
　場住吉四所神社付近

13 14 15 16 17 18 19
児 図歴児体

・鎌北湖桜まつり
　場鎌北湖
・トレーニング機器説明会
　場総合公園
・葛貫チューリップ祭り
　場住吉四所神社付近

・ぴょんぴょん広場
　場児童館

・狂犬病予防集合注射
　場川角グラウンド駐車場
　→P16

20 21 22 23 24 25 26児 図歴児体

・狂犬病予防集合注射
　場役場駐車場→P16

・おはなしポッケ
　場図書館
・母親学級
　場保健センター→P21

・ぴょんぴょん広場
　場児童館

・子育てサロン
　場ウィズもろやま

・川角小学校
　開校記念日

・青空おはなし会
　場図書館
・父親クラブ
　場児童館

27 28 29 昭和の日 30児 図歴児体 児 図歴

・休日納税相談・納入窓口
　場役場

・毛呂山中学校
　開校記念日

・もろっこサイクリング
　場森林公園

・毛呂山小学校
　開校記念日
・ぴょんぴょん広場
　場児童館

図図書館　歴歴史民俗資料館　児児童館　体町内体育施設（総合
公園体育館・グラウンド、大類グラウンド・ソフトボールパーク、
川角公園、西戸・川角・岩井・目白台各グラウンド、弓道場）

施設のお休みマーク 場＝場所
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※行事日程などについては、都合により変更する場合があります。
※上記の趣味の会に入会を希望する人は、下記までご連絡ください。

問　老人福祉センター山根荘  ｔ（294）5545

いっしょ !

もろ丸くんと　も
ろ
丸
く
ん
は
だ
れ
と
一
番
仲
が

い
い
の
で
す
か
。
ま
た
、
嫌
い
な
食

べ
物
・
動
物
は
あ
り
ま
す
か
。
そ
れ

と
、
行
っ
て
み
た
い
場
所
は
ど
こ
で

す
か
！
（
川
角
Ｔ
・
Ｓ
く
ん
）

た
く
さ
ん
の
質
問
あ
り
が
と

う
！　

ま
ず
ひ
と
つ
目
の
質

問
だ
ね
。
ぼ
く
は
み
ん
な
と
お
友
だ

ち
だ
け
ど
、
近
く
の
市
町
の
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
と
は
一
緒
に
で
か
け
る
こ

と
が
多
い
か
ら
特
に
仲
良
し
な
ん

だ
☆
い
つ
も
一
緒
に
遊
ん
だ
り
、
写

真
を
撮
っ
た
り
し
て
る
ん
だ
よ
♪

　

ぼ
く
は
、
嫌
い
な
食
べ
物
や
動
物

は
な
い
ん
だ
よ
。
好
き
嫌
い
せ
ず
に

何
で
も
お
い
し
く
食
べ
る
と
、
風
邪

を
ひ
か
ず
に
元
気
い
っ
ぱ
い
過
ご

せ
る
よ
！　

ち
な
み
に
好
き
な
動

物
は
、
も
ち
ろ
ん
馬
だ
よ
。

　

行
っ
て
み
た
い
と
こ
ろ
は
、
流や

ぶ
さ
め

鏑
馬

の
伝
統
が
引
き
継
が
れ
て
い
る
地

域
に
行
っ
て
、
色
い
ろ
な
流
鏑
馬
を

見
て
み
た
い
な
。
特
に
鹿
児
島
県

肝き
も
つ
き
ち
ょ
う

付
町
は
、
毛
呂
山
町
と
同
じ
で
子

ど
も
が
乗
り
子
の
流
鏑
馬
だ
か
ら
、

特
に
気
に
な
っ
て
い
る
ん
だ
。

こ
こ
で
は
ぼ
く
や
役
場
へ
の

お
便
り
・
質
問
を
募
集
し
て

い
る
よ
！　

郵
便
・
メ
ー
ル
・
フ
ァ

ク
ス
で
送
っ
て
ね
。『
も
ろ
丸
く
ん

と
い
っ
し
ょ
！
』
と
明
記
し
て
ほ

し
い
な
。
お
便
り
に
は
ぼ
く
が
広
報

で
お
返
事
す
る
よ
♪

あ
て
先
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お便りコーナー

山根荘は、レインボー協議会（毛呂山町、川越市、坂戸市、鶴ヶ島市、日高市、
川島町、越生町）内の居住者で６０歳以上の人は、無料でご利用になれます。

ほしいもの！　あげたいもの！
●ゆずりたい物
・蚊

か や

帳（８畳）（新品・相談）・柔道着（３号）（中古・無料）・三味線
（中古・無料）

●ゆずってほしい物
・SHARP書院インクリボンWD-VP1（Ｗ）（新品・相談）・HDD
レコーダー（中古・相談）・ハンドミキサー（中古・相談）・加湿器
（中古・相談）・電気ケトル（中古・相談）

　紹介したい品物がありましたら、お気軽にお申し込みください。
また、交渉が成立した場合には、必ずご連絡ください。

掲載期間　３か月
申・問　役場産業振興課商工観光係ｔ（295）2112 内線 175

山根荘趣味の会等定例行事
３月の休館日   1日   2日   8日   9日 15日 16日

21日 22日 23日 29日 30日
ゲートボール  大会 17日
ペ タ ン ク  大会 25日
声 を出す会   5日 19日
民 踊同好会 10日 24日

俳 句 の 会 14日 28日【季語　水温む（みず
ぬるむ）、桜貝（さくらがい）】

囲碁・将棋の会   5日   7日 12日 14日
19日 26日 28日

お 茶 の 会   7日 18日
茜会（お花）10日 24日
ダンス同好会   7日
ぎんれい会（大正琴）   7日

三味線・民謡の会   6日 20日
手 芸 の 会 12日 26日

カラオケ同好会   3日 17日
（厚年カラオケ）28日

吟 友 会 12日 26日
書 道 の 会 12日 26日
舞 わかば会 12日 26日
FD カトレア 14日 28日
健康体操（役場主催） 24日
楓 会 14日
押し花の会   3日 10日
桜 扇 の 会 10日 25日
PC ク ラ ブ   3日 17日
光 華 の 会   5日 19日

役場からのお知らせ

　春は花や鳥、虫たちが盛んに動きだす
季節。目で楽しむ春もあれば、香りによっ
て春を感じる季節でもあります。フォト
グランプリの作品のなかに、滝ノ入の桃
源郷はありませんでしたが、この春、ぜ
ひ訪れたい場所のひとつです。（Ｂ）

編　集　後　記

人口　　35,544 人（－ 71人）

　男　　17,738 人（－ 42人）

　女　　17,806 人（－ 29人）

世帯　　15,682 戸（－ 25戸）

※平成 26年２月１日現在（カッコ）
内は前月比

人の動き

■毎週水曜日は、税務課・住民課・
子ども課・高齢者支援課・福祉課・
水道課で午後７時まで窓口業務を
行っています。

■広報もろやまは、役場ホール、
両公民館、図書館、保健センター、
教育センター、総合公園体育館、
歴史民俗資料館、福祉会館に置い
てあります。

■ウェブサイト用
　QRコード

■税金・保険料は納期限内に忘れ
ずに納めましょう。

■納付には、便利な口座振替をご
利用ください。

ｉ

図書館
今月のオススメの一冊！

『本当にあった奇跡のサバイバル 60』
日経ナショナルジオグラフィック社／出版

がけの冒険や脱走、事故から
の生還など、まるで映画の

なかの物語のような体験を実際にした
人がいる。この本は、その奇跡のサバ
イバルを豊富な写
真や図表をもちい
て詳細に解説して
くれます。事実だ
からこそ味わえる
スリルと驚きのつ
まった、まさに奇
跡の一冊』

『命
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も
ろ
や
ま魅力　

　

発
見

彩

　

山
根
荘
に
咲
く
紅
梅
。
毎
年
冬
の
寒
さ
に
耐
え
、

春
の
訪
れ
と
と
も
に
鮮
や
か
な
紅
を
見
せ
て
く
れ

ま
す
。
２
月
初
旬
、
初
雪
が
降
り
ま
し
た
が
、
芽

吹
い
た
ば
か
り
の
つ
ぼ
み
に
雪
が
冷
た
く
覆お
お

い
か

ぶ
さ
り
、
立
春
と
は
い
え
、
ひ
と
休
み
し
て
い
る

か
の
よ
う
で
す
。

　

雪
に
映
え
る
紅
梅
は
、
こ
の
季
節
に
し
か
見
ら

れ
な
い
特
別
な
景
色
で
す
。
初
雪
に
、
一
面
水
墨

画
の
世
界
に
変
化
し
た
野
山
と
と
も
に
心
に
刻
み

た
い
風
景
で
す
。

（
毛
呂
山
町
秘
書
広
報
課
撮
影
）

雪
積
も
る
紅
梅（
山
根
荘
）

（平成 26年２月４日撮影）

　お彼岸によく目にするぼた餅。同様の食
べ物におはぎがありますが、ぼた餅とおは
ぎの違いとしてよくいわれるのが、食べる
時期の違いとあんこの違いです。秋に食べ
るのがおはぎ、春に食べるのがぼた餅とさ
れています。これは、萩の開花期は秋なので
秋が「お萩

はぎ

」、牡丹の開花期は春なの
で春が「牡

ぼ た も ち

丹餅」ということです。また、
あんこの違いで区別するときは、粒あんがおはぎ、こしあんがぼた
餅とされます。これは、秋に獲れる小豆は皮も柔らかく、皮ごとつ
ぶして使えるので粒あんができますが、春になると皮が固くなるの
で、皮を取り除いてこしあんにするということです。
　「ぼた」は牡丹ではなく萩の別名だったという説など、様ざまな
いわれがあるぼた餅ですが、「棚からぼた餅」ということわざもあ
るように、幸運の象徴のような食べ物も洋菓子に押され、その存在
が薄れてきているのが残念です。

徒然歳時記
ぼた餅

応
募
方
法

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
写
真
を
と
お
し
て
毛
呂
山
町

の
魅
力
を
再
発
見
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
風
景
写
真

は
も
ち
ろ
ん
人
物
や
動
物
、
花
な
ど
の
写
真
で
も
結

構
で
す
。
あ
な
た
の
好
き
な
毛
呂
山
町
の
風
景
を
写

真
で
紹
介
し
て
く
だ
さ
い
。
町
内
在
住
・
在
勤
の
人

で
あ
れ
ば
応
募
可
能
で
す
。
ま
た
、
撮
影
し
た
写
真

へ
の
思
い
や
撮
影
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
を
明
記
し
て
、

郵
送
ま
た
は
メ
ー
ル
で
併
せ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い

（
写
真
返
却
不
可
）。
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■
発
行
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■
1
部
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3
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■
編
集
　
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係

　　遠藤　央
おうすけ

祐くん （３歳４か月）

　　　　　美
みそら

空ちゃん （１歳１か月）

　電車と外遊びが大好きなおうちゃん。
つたい歩きがマイブームで食べることが
大好きなみーちゃん。
　２人の笑顔はパパとママの宝物です。

植物油インキを使用しています。

■秘書広報課では「わがやのアイドル」を募集中です。
申・問　役場秘書広報課広報広聴係ｔ内線３３２
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